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進化する災害に
どう備えるか



進化する災害に
どう備えるか

❹ ❺

平
成
22
年
７
月
３
日
未
明
、
霧
島
市
を
襲
っ
た

局
地
的
豪
雨
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。

霧
島
地
区
で
は
死
者
１
人
を
は
じ
め
家
屋
の
全
壊
、

道
路
の
陥
没
な
ど
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

あ
の
豪
雨
災
害
か
ら
今
年
で
５
年
。

梅
雨
時
期
を
控
え
、

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
ま
す
。

平成22年７月３日の豪雨災害から５年

土砂崩れや陥没のため、市道の  いたる所で通行止めとなった
（霧島永水の市道草

くさ

場
ば

線）
霧島大窪湯之宮の土砂災害現場。１人が生き埋めになり亡
くなった

隼人町松永の霧島川。集中豪雨の余波が下流域の増水と
なって現れた
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平
成
22
年
は
６
月
下
旬
か
ら
７

月
上
旬
に
か
け
て
、
日
本
列
島
付

近
に
梅
雨
前
線
が
停
滞
。
霧
島
市

や
都
城
市
、
南
大
隅
町
付
近
を
時

間
雨
量
１
０
０
㍉
以
上
の
豪
雨
が

襲
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
土
石

流
や
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害

が
発
生
。
各
地
に
大
き
な
爪
痕
を

残
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
７
月
３
日
の

豪
雨
災
害
の
概
要

平
成
22
年
７
月
３
日
未
明
、
国

分
地
区
と
霧
島
地
区
を
結
ぶ
県
道

２
号
都
城
隼
人
線
の
通
称
関
の
坂

（
国
分
重
久
）
付
近
で
は
、
道
路

脇
を
流
れ
る
手て

籠ご

川
が
氾
濫
。
あ

ふ
れ
た
水
が
路
面
の
下
を
侵
食
し
、

午
前
６
時
ご
ろ
に
は
３
か
所
が
陥

没
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
１
か
所

は
長
さ
約
60
㍍
、
幅
約
８
㍍
に
わ

た
り
崩
落
。
乗
用
車
４
台
が
約
30

㍍
下
に
転
落
し
ま
し
た
が
、
運
転

手
６
人
は
転
落
す
る
寸
前
に
、
駆

け
付
け
た
消
防
局
員
ら
に
よ
り
救

出
さ
れ
ま
し
た
。

同
日
、
午
前
５
時
10
分
ご
ろ
に

は
、
霧
島
大
窪
湯ゆ

之の

宮み
や

の
土
砂
崩

れ
で
民
家
の
半
分
が
押
し
流
さ
れ
、

１
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
午

後
３
時
50
分
に
は
霧
島
大
窪
の
湯

之
宮
地
区
全
域
と
駅
前
地
区
の
一

部
１
８
０
世
帯
、
４
６
３
人
の
住

民
に
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
豪
雨
に
よ
り
霧
島
地
区
を
中

心
に
、
30
か
所
以
上
が
通
行
止
め

に
な
り
、
農
地
や
農
作
物
、
河
川

の
堤
防
や
市
道
な
ど
に
大
き
な
被

害
が
で
ま
し
た
。

消
防
局
長
の
証
言
か
ら

分
か
る
豪
雨
の
特
徴

７
月
３
日
午
前
０
時
30
分
ご
ろ
、

激
し
く
屋
根
を
叩
く
雨
音
で
目
を

覚
ま
し
た
霧
島
市
消
防
局
長
（
当

時
）
の
後ご

庵あ
ん

博
文
さ
ん
（
64
）
は

胸
騒
ぎ
が
し
た
と
い
い
ま
す
。

「
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
霧
島

川
沿
い
に
住
ん
で
お
り
、
災
害
の

予
兆
は
自
然
が
教
え
て
く
ま
す
。

こ
の
日
も
川
が
増
水
し
、
川
底
の

石
が
ぶ
つ
か
る
音
が
家
の
中
ま
で

聞
こ
え
ま
し
た
。
山
か
ら
腐
葉
土

が
流
れ
出
し
、
空
気
の
に
お
い
も

い
つ
も
と
違
い
ま
す
。
雨
音
で
会

話
が
聞
こ
え
な
く
な
り
、
こ
れ
は

災
害
が
起
き
る
と
感
じ
ま
し
た
」

関
の
坂
で
車
の
中
の
運
転
手
を

救
助
し
た
と
き
は
、
路
面
を
流
れ

る
濁
流
で
現
場
に
近
づ
け
な
い
ほ

ど
で
し
た
。

「
こ
こ
の
地
層
の
も
ろ
さ
を
経

験
か
ら
知
っ
て
い
た
の
で
、
崩
落

ま
で
時
間
が
な
い
と
焦
り
ま
し
た
。

車
ご
と
転
落
す
る
と
命
は
な
い
、

そ
う
思
い
必
死
で
し
た
」

そ
こ
に
は
一
刻
を
争
う
緊
迫
感

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

意
外
な
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
も
漏

ら
し
ま
す
。

「
豪
雨
と
な
っ
た
霧
島
地
区
以

外
で
は
あ
ま
り
雨
が
降
ら
ず
、
大

き
な
被
害
は
無
か
っ
た
と
知
り
驚

き
ま
し
た
。
地
域
の
緊
迫
感
に
大

き
な
差
が
あ
っ
た
こ
と
を
は
っ
き

り
と
覚
え
て
い
ま
す
」

こ
の
証
言
に
７
・
３
豪
雨
の
特

徴
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

後庵博文さん（64）
昭和46年、旧霧島町役場入庁。国分市
外２町消防組合を経て39年間、消防職
に携わる。7.3豪雨災害では市消防局長
として関の坂での救助の指揮をとり、６
人の人命救助に貢献。

NHKで全国放送された、
被災した関の坂の動画

（撮影：後庵博文さん）

関の坂の道路崩落で車４台が転落。復旧までに１年４か月の歳月
を要した。この間、春山への迂回を余儀なくされ、市民生活に大
きな影響が出た

霧島永水にある入
いり

水
みず

公民館そばの手篭川上流が増水で氾
濫。民家が傾き、田んぼには泥水が流れこんだ

土砂崩れや陥没のため、市道の  いたる所で通行止めとなった
（霧島永水の市道草

くさ

場
ば

線）
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現
在
、
南
日
本
放
送
の
ウ
ェ

ザ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
る
隼
人

町
出
身
の
大
山
有ゆ

布う

佳か

さ
ん（
32
）。

小
学
生
の
と
き
に
体
験
し
た
※

８
・

１
水
害
で
大
雨
の
怖
さ
を
知
っ
た

こ
と
か
ら
、
防
災
で
人
の
役
に
立

ち
た
い
と
気
象
予
報
士
を
志
し
ま

し
た
。「
ふ
る
さ
と
霧
島
市
の
皆

さ
ん
に
正
確
で
分
か
り
や
す
い
情

報
を
届
け
た
い
」
と
話
す
大
山
さ

ん
に
７
・
３
豪
雨
災
害
の
特
徴
な

ど
を
聞
き
ま
し
た
。

時
間
１
２
６
㍉
の
豪
雨

霧
島
地
区
だ
け
に
集
中

大
山
さ
ん
は
市
役
所
や
各
総
合

支
所
で
計
測
さ
れ
た
雨
量
デ
ー
タ

（
表
１
）
を
元
に
、
こ
の
災
害
の

特
徴
を
分
析
し
ま
す
。

「
霧
島
総
合
支
所
で
は
、
７
月

３
日
の
午
前
４
時
か
ら
５
時
に
か

け
て
最
大
時
間
降
雨
量
１
２
６
㍉
、

７
月
２
日
午
後
８
時
か
ら
翌
日
の

午
前
７
時
に
か
け
て
最
大
連
続
雨

量
４
０
５
㍉
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
牧
園
総
合
支
所
で
は
最

大
時
間
降
雨
量
31
㍉
、
最
大
連
続

雨
量
が
１
４
２
㍉
と
大
き
な
差
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
雨
量
の
差
が
地

域
の
被
害
の
差
に
表
れ
、
典
型
的

な
局
地
的
集
中
豪
雨
（
俗
に
い
う

積乱雲

暖かく
湿った空気気象の専門家に聞く、局地的 集中豪雨の怖さ

大山有
ゆ

布
う

佳
か

さん（32）
霧島市隼人町日当山出身。平成16年に気象予報士
資格を取得し、平成17年に鹿児島大学理学部卒業。
同年4月から6年間、北海道テレビ放送の番組で天
気予報などを担当。平成23年に南日本放送へ転籍。
同局専属の気象予報士として活躍中。趣味は読書、
ウクレレなど。鹿児島市在住。

0

30

60

90

120
（㎜）

7/2 20時 7/3 1時21時 22時 23時 24時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 20時 21時 22時 23時 24時
2

11

37

21

88

48

12

23
27

5
1 1

126

2
3

20

11 9 9 9 11
1

0 0 0
2 3

6

6

18

5 

霧島総合支所
霧島市内の
そのほかの庁舎平均

観 測 所 名 霧島総合支所 牧園総合支所
最 大 時 間 雨 量 7月3日 4時～ 5時 126ミリ 7月2日 24時～７月3日 1時 31ミリ
最 大 連 続 雨 量 7月2日 20時～７月3日 7時 405ミリ 7月2日 22時～７月3日 6時 142ミリ
最大24時間雨量 7月2日 19時～７月3日 19時 412ミリ 7月2日 14時～７月3日 14時 164ミリ

（表1）霧島市役所や各総合支所で計測された１時間ごとの降雨量

（図1） 集中豪雨が比較的起こりやすい地形

※平成５年８月１日に姶良地区を中心に襲った集中豪雨
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「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」）
だ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
」

多
発
す
る
集
中
豪
雨

平
野
部
も
警
戒
が
必
要

霧
島
市
で
の
局
地
的
集
中
豪
雨

発
生
の
傾
向
に
つ
い
て
、
大
山
さ

ん
は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
集
中
豪
雨
を
も
た
ら
す
の
は

急
激
に
発
達
す
る
積
乱
雲
で
す
。

霧
島
市
は
平
野
部
と
山
間
部
で
標

高
差
が
あ
る
た
め
、
空
気
の
上
昇

で
積
乱
雲
が
発
生
し
や
す
く
、
集

中
豪
雨
が
比
較
的
起
こ
り
や
す
い

地
形
と
い
え
ま
す
（
図
１
）。
近

年
の
地
球
温
暖
化
で
、
こ
の
約
25

年
の
間
に
50
㍉
以
上
の
大
雨
の
発

生
回
数
が
約
１
・
５
倍
に
な
っ
た

と
い
う
デ
ー
タ
も
報
告
さ
れ
、
そ

の
傾
向
は
よ
り
高
ま
っ
て
い
ま
す
」

さ
ら
に
、
降
雨
は
局
地
的
で

あ
っ
て
も
「
そ
の
影
響
は
広
く
及

ぶ
」
と
警
戒
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

「
集
中
豪
雨
は
狭
い
地
域
で
起

こ
る
た
め
、
平
野
部
で
は
降
ら
な

く
て
も
山
間
部
の
雨
が
一
気
に
集

ま
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
下
流
の

河
川
や
水
路
が
増
水
・
氾
濫
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
霧
島
市
の

平
野
部
で
も
同
様
の
事
態
を
警
戒

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

情
報
を
得
る
手
段

な
る
べ
く
多
く
把
握
を

日
ご
ろ
か
ら
何
で
情
報
を
得
ら

れ
る
か
把
握
す
る
こ
と
が
大
事
と

大
山
さ
ん
は
訴
え
ま
す
。

「
近
年
、
観
測
技
術
も
進
歩
し
、

気象の専門家に聞く、局地的 集中豪雨の怖さ
7. ３豪雨はどのようにして起きたのでしょうか。
局地的集中豪雨が私たちにもたらす危険とは何でしょうか。

雨の強さと予測される災害の関係

細
か
い
予
報
も
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
霧
島
市
で
は
防
災
行
政
無

線
の
ほ
か
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送

で
警
報
や
災
害
情
報
を
速
や
か
に

キ
ャ
ッ
チ
で
き
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

情
報
を
入
手
で
き
ま
す
」

さ
ら
に
は
、
自
然
の
変
化
や
地

域
に
伝
わ
る
言
い
伝
え
な
ど
も
ヒ

ン
ト
に
な
る
と
続
け
ま
す
。

「
雨
が
降
っ
て
い
る
の
に
水
位

が
下
が
る
、
川
が
濁
る
な
ど
の
現

象
は
土
砂
災
害
の
予
兆
と
い
え
ま

す
。
昔
、
土
砂
崩
れ
が
あ
っ
た
と

い
う
話
を
聞
け
ば
、
そ
の
地
域
で

は
警
戒
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

情
報
は
い
ろ
い
ろ
な
手
段
で
把
握

し
ま
し
ょ
う
」

ラジオ、テレビ、携帯電話
などで情報を把握しよう

気象庁（Ｈ14.1一部改訂）の資料を元に作成

霧島市が発表する災害情報や
警報を速やかに取得できます。
■ 緊急速報メール

避難勧告や緊急地震速報などの重
要な情報を、市内にいる携帯利用者
に一斉に配信するサービスです。基
本的に設定は不要で、使用料・情報料
は無料です。

受信すると専用の着信音が流れ、
内容が携帯の画面に表示されます。
一時的に市内を訪れている人も受信
できます。

■ MBCデータ放送
MBCを視聴し、リモコンのｄボタ

ンを押します。テレビ画面のメニュー
の中から「霧島市からのお知らせ」を
選択し、決定ボタンを押します。

災害時には、MBCのホームページ
でデータ放送の情報が確認できます。

■ 南九州ケーブルテレビネット
災害時にケーブルテレビにチャン

ネルを合わせると、データ放送が自
動的に表示され、緊急情報や市の防
災情報を確認できます。

■ FMきりしま
ラジオの周波数を76.9ＭHzに合わ

せます。
スマートフォンでは、P26の二次

元バーコードからダウンロードでき
る専用のアプリで聞けます。

パソコンでもFMきりしまホーム
ページから専用アプリをダウンロー
ドして聞くことができます。

�問＝安心安全課  ☎（64）0997

1時間雨量（予報用語） 人・車への影響 予測される災害
10 ～ 20㎜

（やや強い雨）
地面一面に水たまりがで
きる

雨が長く降り続くときは注意が必
要

20 ～ 30㎜
（強い雨）

車はワイパーを速くして
も見づらい

側溝などがあふれ、小規模の崖崩
れが始まる

30 ～ 50㎜
（激しい雨）

道路が川のようになり、
高速走行時、車のブレー
キが効きにくくなる

崖崩れが起きやすくなり、危険地
帯では避難準備が必要

50 ～ 80㎜
（非常に激しい雨） 傘が役に立たなくなる。

車の運転は、水しぶきで
視界不良になり危険

マンホールから水が噴出、土石流
が起こりやすくなる

80㎜以上
（猛烈な雨）

大規模な災害が起こる恐れが強く
なり、厳重な警戒が必要

進化する災害にどう備えるか
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い
つ
、
ど
こ
で
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
豪
雨
災
害
。
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う

か
。
霧
島
市
の
德
田
純
危
機
管
理

監
（
57
）
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

德
田
危
機
管
理
監
は
災
害
に
遭

遇
し
た
と
き
の
鉄
則
を
次
の
よ
う

に
話
し
ま
す
。

「
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
建

物
の
倒
壊
で
被
災
し
た
人
の
う
ち

66
・
８
％
が
自
力
や
家
族
（
自
助
）、

30
・
７
％
が
地
域
住
民
（
共
助
）

に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
、
消
防
な
ど
の
公
的
機
関
（
公

助
）
に
よ
る
救
助
は
２
・
５
％
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う

心
掛
け
が
何
よ
り
も
大
事
で
す
」

そ
の
上
で
、
局
地
的
集
中
豪
雨

に
遭
遇
し
た
と
き
の
行
動
に
つ
い

て
呼
び
掛
け
ま
す
。

「
土
砂
崩
れ
や
洪
水
の
場
合
、

住
む
地
域
や
地
形
に
よ
っ
て
危
険

度
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
気
象

台
の
情
報
や
市
の
避
難
情
報
も
大

事
で
す
が
、
避
難
を
判
断
す
る
の

は
自
分
自
身
で
す
。
不
安
に
思
っ

た
ら
、
避
難
情
報
を
待
た
な
い
で

避
難
所
な
ど
の
安
全
な
場
所
へ
逃

げ
て
く
だ
さ
い
。
も
し
避
難
が
遅

れ
た
り
、
夜
間
や
雨
が
激
し
か
っ

た
り
し
た
と
き
に
は
逆
に
避
難
す

る
と
危
な
い
こ
と
も
。
そ
の
場
合
、

判
断
が
難
し
い
で
す
が
、
せ
め
て

２
階
や
崖
か
ら
離
れ
た
部
屋
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
」

さ
ら
に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

も
促
し
ま
す
。

「
気
象
情
報
に
注
意
を
払
い
、

急
に
避
難
す
る
と
き
の
た
め
、
必

要
最
小
限
の
も
の
は
す
ぐ
持
ち
出

せ
る
よ
う
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
全
戸
配
布
し
て
い
る
防

災
マ
ッ
プ
（
図
参
照
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の
地
域

の
勾
配
や
土
砂
崩
れ
が
起
き
そ
う

な
危
険
な
場
所
、
避
難
経
路
な
ど

は
防
災
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
、
事

前
に
歩
い
て
把
握
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
」

災
害
が
示
し
た
共
助
の
力

高
齢
者
や
体
が
不
自
由
な
人
は

１
人
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で

す
。
そ
こ
で
必
要
な
の
が
、
住
民

同
士
が
助
け
合
う
“
共
助
”
の
取

り
組
み
。
昨
年
11
月
に
起
き
た
長

野
県
北
部
地
震
で
は
、
共
助
が
大

き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

「
最
大
震
度
６
弱
を
記
録
し
、

長
野
県
白
馬
村
な
ど
で
は
41
人
が

負
傷
、
住
宅
54
棟
が
全
半
壊
し
な

が
ら
も
、
死
者
が
ゼ
ロ
で
し
た
。

そ
の
要
因
は
、
日
ご
ろ
か
ら
住
民

同
士
が
顔
見
知
り
で
、
ど
こ
に
誰

が
住
ん
で
い
る
か
分
か
っ
て
い
た

こ
と
。
豪
雨
時
の
避
難
で
も
、
隣

人
同
士
で
声
を
掛
け
合
い
、
安
否

を
確
認
す
る
こ
と
が
全
員
の
無
事

に
つ
な
が
り
ま
す
」

全
国
的
に
自
主
防
災
組
織
は
増

え
、
４
月
１
日
現
在
、
霧
島
市
で

も
８
５
４
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
自
治

会
に
防
災
組
織
が
で
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
避
難
訓
練
を
し

た
の
は
過
去
２
年
間
で
延
べ
８
か

所
（
市
へ
届
け
出
が
あ
っ
た
数
）

だ
け
。
こ
の
事
実
に
德
田
危
機
管

理
監
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

教訓に学んだ避難の大切さ実際の訓練が有事に生きる
３日の明け方に実家の居間へ土砂が
流入。寝ていた母は運よく無事でした
が、早めの避難の大切さを痛感しまし
た。その教訓後、義援金で地区の全
105世帯に防災用品袋を配布。地域
の具体的な避難基準も取り決め、身を
守る方法をみんなで共有しています。

私たちの住む妻屋地区では、７．３豪雨
災害がきっかけで平成24年に自主防災
組織を結成。毎年土砂災害を想定した
避難訓練を続けています。実際に避難
経路や声掛けの流れを確認できると安
心。これからも危機感を持ち続け、地
域の安全は地域で守ります。

I N T E R V I E WI N T E R V I E W

中
馬 

修の
ぶ

明あ
き

さ
ん
（
68
）

山
元 

確か
た
し

さ
ん
（
66
）

霧
島
大
窪
在
住

国
分
重
久
在
住

豪雨災害か ら身を守る方法とは
早めの避難、日ごろの備え、何より自分と地域の力が問われています。

霧
島
市
危
機
管
理
監

德
田 

純
（
57
）
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「
防
災
組
織
の
結
成
は
手
段
で

あ
り
、
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
な
被
害
を
想
定
し
た
訓
練

を
行
い
、
い
ざ
と
い
う
時
に
全
員

が
助
か
る
こ
と
が
目
的
で
す
」

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

霧
島
市
は
山
間
部
が
多
く
、
土

壌
の
ほ
と
ん
ど
は
崩
れ
や
す
い
性

質
を
持
つ
シ
ラ
ス
で
す
。
崖
の
そ

ば
に
集
落
が
あ
る
地
域
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
地
域
の
中

に
は
、
７
・
３
豪
雨
災
害
を
き
っ

か
け
に
防
災
意
識
が
高
ま
り
、
自

主
防
災
組
織
を
作
り
、
災
害
を
想

定
し
た
防
災
訓
練
を
す
る
と
こ
ろ

も
出
て
き
て
い
ま
す
。

気
候
の
変
化
で
進
化
し
続
け
る

災
害
。
梅
雨
を
迎
え
る
前
に
、
自

分
で
、
地
域
で
災
害
に
備
え
て
く

だ
さ
い
。
大
切
な
命
と
財
産
を
守

る
た
め
に
も
。

災害への備え
◎事前に備えよう
■ 出前講座
　皆さんの元へ市職員が伺い、土砂災害などのさまざまな防災
についての講義を行います。（無料）
◦ 日時＝毎日（12月29日～翌年１月３日までを除く）午前９時

～午後９時のうち２時間以内
◦ 場所＝市内で申込者の指定する場所（会場の手配などは申込

者でお願いします）
◦ 対象＝市内に在住または市内に通勤通学している方で10人以

上のグループ・団体
◦ 申込方法＝講座開催日の14日前までに、市役所総合案内、隼

人庁舎、各総合支所地域振興課にある申込用紙（市ホームペー
ジからダウンロード可）で、直接か郵送、ファクスで。
��問・�申＝安心安全課  ☎（64）0997、℻（64）0957
※出前講座はほかにもさまざまなメニューがあります。

■ 霧島市総合防災訓練
　土砂災害や地震を想定し、各防災関係機関、団体、自主防災
組織、地域住民が初動体制や緊密な連携確認を行います。
ぜひ地域での訓練の参考にしてください。
◦ 訓練日時＝５月21日（木）午前９時～正午
◦ 訓練会場＝上床公園および周辺地域（溝辺町）
※ 訓練当日および準備で会場周辺は５月19日（火）から関係車両

の通行が増えます。訓練当日はヘリコプターによる訓練も予
定しています。周辺の住民の方にはご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

※会場の駐車場には限りがあります。
�問＝安心安全課  ☎（64）0997

■ がけ地近接の危険住宅移転補助制度
　がけ地の崩壊などにより危険を及ぼす恐れのある区域の危険
住宅から安全な場所への移転をするために補助金を交付する制
度です。
　平成28年度に移転を考えている方の相談を受け付けます。詳
しくは問い合わせください。
◦ 相談期限＝平成27年７月31日（金）
◦ 対象＝昭和46年８月31日以前にがけ地に近接して建設され、

現に居住している住宅
◦ 対象経費＝危険住宅の撤去費用または住宅の新築・購入のた

め金融機関から融資を受けた借入金の利子相当分。※限度額
あり

�問＝建築住宅課  ☎（64）0909

◎逃げ遅れる前に
■ 自主避難をしたい方は
　市から避難を勧告される前に自主的に避難したい方は、安心
安全課にご連絡ください。市職員を派遣し、地域の避難所を開
設します。
　避難所で必要な品などは各自用意してください。
�問＝安心安全課  ☎（64）0997

（図）防災マップ
土砂災害警戒区域や土砂災害危険箇所、避難所、
消防署、防災行政無線の位置が示されている。

豪雨災害か ら身を守る方法とは
早めの避難、日ごろの備え、何より自分と地域の力が問われています。

進化する災害にどう備えるか
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５
月
27
日
。
霧
島
市
は
、
今
年

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
ま

す
。
初
参
戦
と
な
っ
た
昨
年
は
、

わ
ず
か
７
・
７
％
の
差
で
岩
手
県

奥
州
市
に
敗
れ
、
悔
し
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
リ
ベ
ン
ジ

を
果
た
す
べ
く
、
今
年
は
何
と
し

て
も
勝
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

参
加
条
件
は
市
内
で

分
間
以
上
の
運
動

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は
、
毎
年

５
月
の
最
終
水
曜
日
に
世
界
中
で

開
催
さ
れ
る
市
民
参
加
型
の
イ
ベ

ン
ト
で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を
し

た
市
民
の
参
加
率
を
競
う
大
会
で

す
。
霧
島
市
民
は
も
ち
ろ
ん
、
開

催
日
当
日
に
市
内
に
通
勤
、
通
学

を
し
て
い
る
方
な
ど
、
霧
島
市
内

に
い
る
全
て
の
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

参
加
条
件
は
、
午
前
０
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
の
間
に
、
15
分
間

以
上
継
続
し
て
何
ら
か
の
運
動
を

し
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
、
散
歩
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な

ど
の
運
動
以
外
に
、
ご
み
拾
い
な

ど
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

決
戦
の
相
手
は「
小
金
井
市
」

今
年
の
対
決
相
手
は
、
東
京
都

の
小
金
井
市
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ
の
参
加
は

霧
島
市
と
同
じ
く
２
回
目
。
昨
年

は
福
岡
県
の
大
牟
田
市
に
敗
れ
て

お
り
、
昨
年
の
惜
敗
を
胸
に
、「
今

年
こ
そ
は
」
と
い
う
思
い
で
、
市

民
が
一
体
と
な
り
勝
利
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

午
後
9
時
30
分
ま
で
に

必
ず
報
告

15
分
間
以
上
継
続
し
て
体
を
動

か
し
た
ら
、
必
ず
報
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。
当
日
の
午
後
9
時
30
分

ま
で
に
報
告
し
な
い
と
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
ま
せ
ん
。

自
治
会
を
通
し
て
配
布
し
た
専

用
用
紙
（
市
役
所
本
庁
、
隼
人
庁

舎
、
各
総
合
支
所
、
社
会
体
育
施

設
な
ど
に
も
設
置
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
報
告
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、
事
前
申
請
を
し
た
方

で
、
参
加
者
数
な
ど
に
変
更
が
無

か
っ
た
場
合
は
、
当
日
の
報
告
は

不
要
で
す
。

◎�

�問・�報
＝
保
健
体
育
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１
１

１
７
、
℻（
43
）５
３
８
０
、
各

地
区
教
育
振
興
課

対戦相手は東京都「小金井市」
CIVIC NEWS

Challenge Day 2015
負けられない、勝つしかない２ 年目。“挑む”チーム霧島総力戦

15分間運動→当日午後９時30分までに報告＝チャレンジ成功

ＭＣＴ（南九州ケーブルテレビ
ネット）とＦＭきりしまがＣＭを
作ってチャレンジデーをＰＲ。Ｍ
ＣＴの動画はこちらで見られます。

広報きりしま  8



対戦相手は東京都「小金井市」

　チャレンジデー当日は市内の体育施設が無料開放されます。ただし、照明料など
が発生する場合がありますので、詳しくは各体育施設まで問い合わせください。
◦利用時間＝午前８時30分〜午後10時

チャレンジデー 2015 http://www.ssf.or.jp/practice/challenge/2015/index.html チャレンジデー 検索

Let's try

15min

神奈川県 千葉県

茨城県

東京都

埼玉県

群馬県

栃木県

小金井市

Challenge Day 2015
負けられない、勝つしかない２ 年目。“挑む”チーム霧島総力戦

チャレンジデーは「参加率を争う大会」
チャレンジデーは、スポーツの振興と自治体間の交流などを目的に昭和58年にカ

ナダで始まり、日本では平成５年から笹川スポーツ財団が普及活動に取り組んでい
ます。毎年５月の最終水曜日（今年は５月27日）に人口規模がほぼ同じ自治体同士で、
午前０時から午後９時までの間に15分以上継続して運動やスポーツなどを行った住
民の「参加率」を競う大会です。

敗れた場合は、対戦相手の自治体の旗を市役所庁舎に１週間掲揚しなければなり
ません。まさに、まちの威信と名誉をかけた住民総参加型の戦いです。

昨年チャレンジデーに参加
しましたが、奥州市に敗

れ、悔しい思いをしました。や
るからには今年こそ勝ちたい。

当日隼人体育館で開催する
ニュースポーツは、ルールを知
らなくても誰でも気軽に参加で
きます。スポーツの一番の魅力
は、いろいろな人とのつながり
ができることです。チャレンジ
デーを通じて、みんなで楽しく
体を動かすきっかけになればと
思います。

今
年
こ
そ
勝
つ
ぞ

今𠮷博行さん（64）
（隼人町東郷）

5月27日㊌開催

必ずここに報告を

５月27日午後９時30分までに必ず参加報告！
報告方法は下記の５種類から選べます

◎便利な事前申請をご利用ください
　上記の方法でチャレンジデー参加を事前申請できます。当
日は回線が込み合ったり、ついつい報告を忘れてしまったり
する場合がありますので、ご利用ください。
　事前申請をした方で、当日の参加人数などに変更があった
場合は、当日午後９時30分までにご連絡ください。

1．電話→☎（42）1117
2．ファクス→℻（43）5380
3．電子メール→hoken-taiiku@city-kirishima.jp
4．スマートフォン→右記の二次元バーコード
5．ホームページ→市ホームページチャレンジデー報告フォーム

9  Kirishima City Public Relations, 2015.5, Japan



環霧島会議が主催する環霧島“魅力伝える”写真コンテ
ストが開催され、大賞以下26点の入賞作品が選ばれま
した。環霧島大賞には、霧島市国分の福

ふく

西
にし

誠
せい

幸
こう

（59）さ
んの「氷結の白

びゃく

紫
し

池
いけ

」が選ばれました。

錦江湾奥会議が主催する錦江湾・桜島フォトコンテス
トが開催され、大賞以下39点の入賞作品が選ばれまし
た。錦江湾奥大賞には鹿屋市の竹

たけ

下
した

政
まさ

博
ひろ

（64）さんの「積
雪の桜島」が選ばれました。

“
魅
力
伝
え
る
”環
霧
島
の
写
真

写
真
で
魅
せ
る
錦
江
湾
と
桜
島

水に関連する旅行企画を競う「水のめぐみとふれあう
水の里の旅コンテスト2014」で、市や観光協会、特産
品協会などでつくる霧島高原自然体験ツーリズム協議会
の企画が最優秀賞を獲得。優れた景観に贈られる特別
賞「水の絶景賞」も受賞しました。コンテスト参加は初。
最高賞受賞は県内初の快挙です。受賞企画は市内の水の
名所をバスで巡り、途中には焼酎蔵や黒酢など水に関連
する場所に立ち寄る２泊３日の旅。今後は、新たな魅力
として旅行会社などに売り込んでいきます。

霧島の「水の旅」最優秀賞

第８回全国高専英語プレゼンテーション大会が１月24日、25日、
東京都であり、鹿児島工業高等専門学校の英語部チームがプレゼン
テーションの部で初優勝しました。メンバーの（写真左から）田中
佑
ゆ

実
み

さん（17）、室屋知
ち

佐
さ

さん（21）、前野結衣さん（20）が同校で行っ
た1,000人アンケートの「約半数が無意識に携帯電話に依存してい
る」という結果を効果的に用いたスピーチが高く評価されました。

霧島高校と国分中央高校の生徒が企画した霧島の観光バス
ツアーが２月21日にありました。これは「霧島」国立公園指
定80周年を記念して行われたイベントで、企画から当日の
ガイド、おもてなしまで両校の生徒が務めました。コースは
霧島神話の里公園や嘉例川駅など霧島を満喫できる内容。参
加した新福光子さん（75）は「高校生の皆さんが丁寧に説明
してくれて、霧島の魅力を再発見できた」と喜んでいました。

鹿
高
専
英
語

ス
ピ
ー
チ
全
国
初
Ｖ

高
校
生
ガ
イ
ド
で

魅
力
再
発
見

き り し ま タ イ ム ズ

The Kirishima Times
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市内の学生と写真クラブからの投稿写真紹介「スナップ×スナップ」

４月初旬。小雨が降る中、仲間数人と横川の丸岡公
園にしだれ桜の撮影に行ったときの１枚です。公園の
一角に咲き落ちた椿の花びらがまるで草原に敷かれた
赤いじゅうたんのよう。その美しくすばらしい情景に無
我夢中でシャッターを切っていました。撮影に熱中して
時間が経つのを忘れるくらいとても楽しいひと時でした。

【撮影データ】絞り11　シャッター1/320　ISO1250

私の記憶に残る風景。学校からの帰り、バス停か
ら撮影しました。何気なく後ろを振り返った際にグ
ラデーションがかったこの景色が広がっていて感動。
思わずシャッターを切りました。これからも良い写真
が撮れるように努力していきたいです。

【撮影データ】絞り５、シャッター1/320、ISO400

隼人工業高校　インテリア科3年

徳田 廣行さん（75）  隼人町住吉、写真歴６年

藤山 沙
さ

里
り

南
な

さん（17）  写真歴３年

鮮明な記憶

赤い絨
じゅう

毯
た ん

霧島市では海外から国際交流員を招致し
ており、中国陝

せん

西
せい

省
しょう

から劉
りゅう

婷
てい

さん（29）が
着任しました。趣味は絵画やスポーツで、
日本語も堪能。４月10日に行われた辞令
交付式では「地域や文化を学び、日本と中
国の懸け橋として、さまざまな活動を通じ
て皆さんと交流を深めたいです」と抱負を
語りました。

新たな国際交流員に劉
りゅう

婷
て い

さん

国分野口地区のボランティアグループ「山
里会」の皆さんが、野口橋周辺の河川敷に植
えた菜の花が３月中旬には満開となり、約
600㍍にわたり、まるで黄色のじゅうたんを
敷いたかのような光景が広がりました。開花
中は大勢の人が訪れ、写真を撮るなどして春
の訪れを楽しんでいました。

黄色のじゅうたんにうっとり

11  Kirishima City Public Relations, 2015.5, Japan



５
年
後
、
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
国

民
体
育
大
会
。
地
元
開
催
に
向
け
、

県
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
育

成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

卓
球
競
技
も
そ
の
一
つ
。
実
は
今
、
霧
島

市
の
卓
球
の
レ
ベ
ル
が
高
い
こ
と
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。

国
体
に
向
け
た
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
１

年
生
の
県
強
化
選
手
６
人
の
う
ち
、
４
人
が

霧
島
市
出
身
者
。
昨
年
度
の
中
学
、
小
学
の

県
大
会
で
も
優
勝
す
る
な
ど
、
鹿
児
島
県
の

卓
球
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
兄
弟
で
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝

く
の
が
隼
人
中
３
年
の
山
下
天て

ん

理り

君
（
14
）

と
宮
内
小
６
年
の
莉り

念ね
ん

君
（
11
）
で
す
。
天

理
君
は
昨
年
度
の
九
州
卓
球
選
手
権
大
会

（
中
学
生
の
部
）
優
勝
、
莉
念
君
は
国
体
強

化
候
補
選
手
だ
け
で
行
わ
れ
た
県
選
考
会
で

優
勝
し
ま
し
た
。

２
人
が
卓
球
を
始
め
た
の
は
小
学
１
年
の

と
き
。
霧
島
市
の
卓
球
ク
ラ
ブ
「
誠

ま
こ
と

卓
球
Ｃ

Ｌ
」
の
監
督
と
面
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

練
習
は
毎
日
。
平
日
は
午
後
７
時
か
ら
９

時
30
分
ま
で
、
土
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
卓
球
漬
け
の
毎
日
、

そ
れ
で
も
２
人
は
苦
に
な
ら
な
い
と
い
い
ま

す
。「

ス
マ
ッ
シ
ュ
が
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
決

ま
っ
た
と
き
の
喜
び
は
な
ん
と
も
い
え
ま
せ

ん
。
技
術
だ
け
で
な
く
、
体
力
や
集
中
力
も

大
切
な
ス
ポ
ー
ツ
。
い
つ
も
無
我
夢
中
で
小

さ
な
ボ
ー
ル
を
追
い
掛
け
て
い
ま
す
」

大
好
き
な
卓
球
に
打
ち
込
み
、
県
を
代
表

す
る
選
手
と
な
っ
た
山
下
兄
弟
。
２
人
は
周

り
の
支
え
の
お
か
げ
と
い
い
ま
す
。

「
監
督
や
コ
ー
チ
の
指
導
の
お
か
げ
で
、

こ
こ
ま
で
強
く
な
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
送
り

迎
え
を
し
て
く
れ
る
両
親
の
お
か
げ
で
卓
球

に
打
ち
込
め
ま
す
。
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
に
感

謝
し
、
も
っ
と
強
く
な
り
た
い
で
す
」

さ
ら
に
２
人
を
強
く
し
た
の
が
ラ
イ
バ
ル

の
存
在
。「
兄
と
し
て
弟
に
は
負
け
ら
れ
な

い
」
と
話
す
天
理
君
。「
兄
を
超
え
た
い
」

と
莉
念
君
。
い
つ
も
近
く
に
い
る
ラ
イ
バ
ル

の
存
在
が
２
人
を
さ
ら
に
強
く
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
夢
は
鹿
児
島
国
体
に
出
場
し
、
天

理
君
は
成
人
の
部
、
莉
念
君
は
高
校
生
の
部

で
優
勝
す
る
こ
と
。
兄
弟
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

目
指
し
て
、
２
人
の
良
き
ラ
イ
バ
ル
関
係
は

続
き
ま
す
。

夢のカタチ �
未来の夢を追う若者たちの今を描きます

隼人中３年

山下天
て ん

理
り

君（14）

第15回全九州卓球選手権大会
（中学生の部）優勝
県国体少年少女強化候補選手選考会
（少年男子）優勝

兄弟ライバル
夢は
鹿児島国体出場

このコーナーでは、各分野で活躍する子どもたちを紹介します。夢に向かって頑張る子どもたちを、ぜひ応援してください。

宮内小６年

山下莉
り

念
ね ん

君（11）

広報きりしま  12
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国分図書館休館のお知らせ

特別整理期間
のため
次の期間
休館します。

⃝�日時＝６月15日（月）～24日（水）
※�休館中に図書の返却をする方
は、図書館の入口および歩道
沿いに返却ポストを設けてい
ますので、ご利用ください。

���問＝国分図書館 ☎（64）0918

全
て
カ
タ
カ
ナ
で
つ
づ
ら
れ
た
、

コ
ミ
カ
ル
だ
け
ど
人
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
絵
本
。

ヒ
ト
ニ
ツ
イ
テ

向
原 

祥
隆
　
著

初
め
て
の
大
人
は
も
ち
ろ
ん
、
子

ど
も
で
も
簡
単
に
見
つ
け
て
と
れ

る
、
１
３
６
種
の
海
辺
の
食
べ
物

を
紹
介
し
ま
す
。

海
辺
を
食
べ
る
図
鑑

60
歳
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
！
著
者

の
清
く
楽
し
く
美
し
く
生
き
る

日
々
を
つ
づ
る
。

林 

真
理
子
　
著

五
味 

太
郎
　
作

動
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
操
る
異
能
力

者
の
主
人
公
。
あ
る
日
、
で
き
た

ば
か
り
の
新
研
究
所
の
警
備
を
す

る
業
務
を
任
さ
れ
る
が
…
。

三
崎 

亜
記
　
著

手
の
ひ
ら
の
幻
獣

マ
リ
コ
、
カ
ン
レ
キ
！

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

新

紹

介

刊

イベント名 日　　時［対　象］ 場所・問い合わせ先

ほるとの森おはなし会 ５月23日（土）、６月13日（土）、27日（土）
14：00～ 14：30

国分図書館
☎（64）0918

赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ６月 1日（月）10：30～ 11：00　　　

幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） ６月 6日（土）10：30～ 11：30　　

おはなしの部屋
６月 5日（金）�11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］
６月 4日（木）�16：00 ～ 16：30［幼児］
５月17日（日）、6月21日（日）�11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］

隼人図書館
☎（43）7574

語りの部屋（語りの会あもり） ６月14日（日）�11：00 ～ 11：40
お話の時間（紙ふうせん） ５月18日（月）、�６月15日（月）15：30～ 16：30 霧島図書室�☎（57）0316
おはなし広場 ５月23日（土）10：00～ 11：00 福山図書室�☎（56）2026

題名のと
おり本屋

さんが

経験した
本当にあ

った話を

集めた本
です。身

近にあ

る本屋さ
んで、思い

がけな

いことが
起こった

り、一冊

の本で人
生が変わ

ったり…。

たくさんの
ドラマがあ

り、ど

れもすてき
な話ばかり

で、と

ても優し
い気持ち

になれる

一冊です。

（陵南中学
校学校司書

補）

満塩由美さ
ん

おすすめの
本

本屋さんで
本当に

あった心温
まる物語

作者：川上
徹也

私
の
宝
本

いつでも
どこでも

一冊の本と
共に

過
ぎ
去
り
し
王
国
の
城
／
宮
部
み
ゆ
き

山
月
庵
茶
会
記
／
葉
室
麟

透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
／
奥
田
亜
希
子

持
た
ざ
る
者
／
金
原
ひ
と
み

夏
の
雷
音
／
堂
場
瞬
一

世
界
は
ゴ
冗
談
／
筒
井
康
隆

地
下
水
路
の
夜
／
阿
刀
田
高

ト
ッ
ト
ひ
と
り
／
黒
柳
徹
子

五
十
坂
家
の
百
年
／
斉
木
香
津

界
／
藤
沢
周

武
道
館
／
朝
井
リ
ョ
ウ

女
の
子
の
よ
そ
ゆ
き
服
／
か
わ
い
き
み
子

ひ
と
目
で
わ
か
る
！
食
品
保
存
事
典
／
島
本
美
由
紀

滋
養
ご
は
ん
／
池
田
陽
子
・
検
見
﨑
聡
美

つ
き
よ
の
く
ろ
て
ん
／
手
島
圭
三
郎

け
ん
か
と
も
だ
ち
／
丘
修
三

ぼ
ろ
イ
ス
の
ボ
ス
／
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
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な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

�

高
菜
の
収
穫
時
期
に
な
る

と
母
の
〝
康や

す

子こ

〟
と
呼

ぶ
声
が
聞
こ
え
て
く
る
ん
で
す
」

と
懐
か
し
そ
う
に
話
す
の
は
、
霧

島
大
窪
の
谷
山
康
子
さ
ん
（
57
）。

子
ど
も
の
こ
ろ
、
両
親
が
農
作

業
に
行
く
と
き
母
・
シ
ズ
エ
さ
ん

が
お
や
つ
に
と
、
こ
の
時
期
に

作
っ
て
く
れ
た
の
が
高
菜
の
お
に

ぎ
り
で
し
た
。

シ
ズ
エ
さ
ん
の
握
る
お
に
ぎ
り

は
小
さ
な
俵
型
。
そ
こ
に
は
、
子

ど
も
の
小
さ
な
口
で
も
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
と
い
う
母
の
優
し
さ
が

あ
り
ま
し
た
。

「
母
は
物
静
か
で
笑
顔
が
か
わ

い
ら
し
い
人
。
病
気
が
ち
で
し
た

が
、
私
た
ち
家
族
の
た
め
に
ど
ん

な
と
き
も
毎
日
台
所
に
立
っ
て
料

理
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
母
は

も
う
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
で

も
母
の
優
し
さ
は
鮮
明
に
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
」

中
学
卒
業
後
、
看
護
学
校
に
通

う
た
め
実
家
を
離
れ
た
康
子
さ
ん
。

母
と
一
緒
に
料
理
を
す
る
機
会
が

少
な
か
っ
た
た
め
「
も
っ
と
料
理

を
教
わ
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」

と
後
悔
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
康
子
さ
ん
が
結
婚
し
て

驚
い
た
の
は
、
義
母
と
シ
ズ
エ
さ

ん
の
味
が
と
て
も
似
て
い
た
こ
と

で
し
た
。「
本
当
に
母
の
味
と
一

緒
で
、
運
命
の
よ
う
な
も
の
を
感

じ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

康
子
さ
ん
が
握
っ
た
高
菜
の
お

に
ぎ
り
を
食
べ
る
の
は
夫
の
隆
雄

さ
ん
。「
作
り
方
は
母
の
姿
を
思

い
出
し
な
が
ら
。
夫
は
お
い
し
い

と
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
義
母
の
味

に
親
し
ん
だ
夫
が
お
い
し
い
と

言
っ
て
く
れ
る
と
、
母
の
味
に
近

づ
い
て
い
る
の
か
な
と
う
れ
し
く

な
り
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

「
高
菜
の
漬
け
方
は
簡
単
に
見

え
ま
す
が
、
い
い
具
合
に
漬
け
る

の
が
難
し
い
。
高
菜
の
匂
い
と
一

緒
に
、
母
と
の
思
い
出
が
よ
み
が

え
っ
て
き
ま
す
。
い
な
く
な
っ
て

さ
ら
に
母
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
」

康
子
さ
ん
が
握
る
高
菜
の
お
に

ぎ
り
も
俵
型
。
そ
こ
に
は
母
へ
の

感
謝
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

◎
霧
島
大
窪

母の呼ぶ声聞こえる「高菜のおにぎり」

谷
山
康や

す

子こ

さ
ん（
57
）

〈材　料〉
高菜…１㎏に対し塩30ｇから40ｇ、ご飯…適量
〈作り方〉
①  高菜は洗って１日干し、しんなりなったら塩もみし、容器に詰めて

約２㎏の重しをする。
② 水が上がってきたら、水を捨て、しっかり絞って冷蔵庫で保存する。
③  茎の硬い部分を薄く切ってご飯に混ぜ込み、柔らかい葉先で全体を

包む。

高
菜
の
お
に
ぎ
り

FMきりしま

（周波数：76.9MHz）で、

この「思い出の味」を

鹿児島弁で紹介します。

◦放送日時＝５月21日（木）午後３時30分～、

　（再放送）５月22日（金）午前10時30分～

◦コーナー名＝「Junjunと堀ちゃんの

　かごっま弁で語いもんそぉ」
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隼人町東郷にある「ＣＡＦＥ５
ごー

１
いち

０
ぜろ

」。後藤裕二さん（34）
と奈津子さん（34）ご夫婦が２年前にオープンしたカフェ
です。店名の「５１０」は “後藤 ” からつけました。
店は空き家になっていたガレージを改装。費用を抑える
ために裕二さんも作業に加わり、壁や床の一部は自分で色
を塗りました。
東京都出身の裕二さんと日当山出身の奈津子さん。東京
で出会い結婚。そのまま暮らしていましたが「一生暮らす
なら田舎で」という思いから、移住してきました。
当時のことについて裕二さんは「こっちに来て生まれて
初めてホタルを見ました。自然が豊かで毎日が感動の連続
です」と目を輝かせます。
店のコンセプトは「誰もが気軽に入れて、落ち着ける空
間」。老若男女、誰でも入りやすいようにと、店内は落ち
着いた雰囲気となっています。
今では口コミで広がり、常連さんも増えた「５１０」。
その中には近所の方もたくさんいます。

「若い女性だけでなく、男性や年配の方も多くいます。
近所の人も多く、野菜や花を持ってきてくださる方も。地
元に受け入れてもらえたのかなとうれしくなります」
夏祭りに協力したり、地元の温

泉やイベント情報をブログなどで
発信したりしている後藤さん夫婦。
きっかけは地元の人の声でした。
「“ 日当山は栄えていたんだよ ”
とよく聞きます。皆さんの話を聞
くたびに、その頃のようにと思う
ようになりました。私たちにでき
ることは小さなことですが、日
当山のために何かしていきたいで
す」
地元の店や農家の方とのタイ

アップを模索している二人。若い
力がまちに活気を与えています。

若者の若者による、若者ためのコーナー

私のオススメ（まちで出会ったおしゃれな若者にお勧めスポットを聞きました）

あのころのにぎわいを再び

かずみ
[霧島の勧めスポット] 

城山公園で、
よくバドミントンしています。

ちゃーりー・はるとくん
[霧島の勧めスポット] 

子どもと行ける
ブレカフェがお気に入り。

ともこ
[霧島の勧めスポット] 
霧島神話の里公園の

一番上からの眺めは最高。

❺
今回のナビゲーターは、南九州ケーブルテレビネットのリポーター帖佐伶

れ

美
み

さん（23）です。
最近、隼人町の日当山地区にカフェやケーキ、パン屋など、若い人がオープンする店が増えています。今回は、そんな
日当山地区にカフェをオープンし、魅力発信にも力を入れている後藤さん夫婦を紹介します。

●❶

●❷
●❸●❹

●❻
●❼

●❺

日当山駅

◦日当山交番

◦

◦

◦

東郷

西光寺

天降川

霧島川

223

504 日当山小

医療センター

日当山中

❶ カフェ 510 ☎73-7445
❷ BOULANGERIE　NOEL（ノエル） ☎42-1718
❸ パティスリー　ヒミツキチ ☎73-7276
❹ みしょらんばー きょらむん ☎42-1741
❺ パワーストーン工房 LOVE&PEACE ☎080-1729-8110
❻ ひなた茶屋 ☎42-7777
❼ こっぷ屋さん ☎73-8131
※日当山には、ほかにも魅力的なお店がたくさんあります。

日
当
山
に
若
い
方
が

最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
お
店

後藤裕二さん（34）・
奈津子さん（34）
平成25年10月、隼人町東郷に
念願のカフェ「５１０」をオー
プン。人気のキッシュに使わ
れるベーコンは、地元の今肉
屋の特製。２人のお気に入り
は温泉で疲れを癒やすこと。
カフェ 510 ☎（73）7445
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拳
師 京

田
さ
ん
が
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
た
の
は
18
歳
の
時
。

大
学
の
先
輩
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
時
代

は
終
戦
直
後
。
ま
だ
、
ボ
ク
シ
ン
グ
が
「
拳
闘
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
頃
で
す
。
今
の
よ
う
に
立
派
な
グ
ロ
ー
ブ
や
用

具
も
な
か
っ
た
時
代
。
ひ
た
す
ら
に
走
り
こ
み
、
リ
ン
グ

で
拳
を
交
わ
し
な
が
ら
技
を
磨
き
ま
し
た
。

「
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
る
前
は
、剣
道
を
し
て
い
ま
し
た
。

相
手
と
の
間
合
い
を
は
か
り
な
が
ら
の
１
対
１
の
真
剣
勝

負
は
剣
道
と
似
通
っ
て
お
り
、
す
ぐ
に
の
め
り
込
み
ま
し

た
。
勝
利
し
た
と
き
の
喜
び
が
た
ま
ら
な
く
、
さ
ら
に
性

格
は
負
け
ず
嫌
い
。
先
輩
の
厳
し
い
指
導
に
何
度
倒
れ
て

も
無
我
夢
中
で
練
習
に
打
ち
込
み
ま
し
た
」　

指
導
者
と
し
て
の
信
望
と
強
い
思
い

県
外
の
大
学
を
卒
業
後
、
鹿
児
島
に
帰
っ
て
き
た
京
田

さ
ん
は
教
師
と
し
て
頴
娃
高
校
に
赴
任
。
ボ
ク
シ
ン
グ
選

手
育
成
の
た
め
、
ボ
ク
シ
ン
グ
部
を
創
設
し
ま
す
。
京
田

さ
ん
の
厳
し
い
指
導
の
下
、
生
徒
た
ち
は
実
力
を
伸
ば
し
、

国
体
出
場
を
果
た
し
ま
す
。
そ
の
後
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
を
育
て
上
げ
る
な
ど
指
導
力
の
評
判
は
高
く
、
異
動
先

の
鹿
屋
工
業
高
校
に
も
頴
娃
高
校
の
生
徒
が
練
習
に
通
う

ほ
ど
で
し
た
。

学
生
か
ら
は
「
熱
血
監
督
。
指
導
は
厳
し
い
が
、
常
に

的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
い
ま
す
」
そ
ん
な
言
葉
が

出
て
き
ま
す
。
指
導
を
す
る
と
き
に
、
京
田
さ
ん
が
最
も

大
切
に
し
て
い
る
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は〝
基
本
〟。「
足

の
運
び
方
や
腰
の
使
い
方
が
拳
の
重
さ
を
決
め
る
。
何
度

で
も
繰
り
返
し
て
ボ
ク
シ
ン
グ
の
基
本
を
身
に
付
け
て
い

く
こ
と
が
実
力
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
リ
ン

グ
の
上
で
も
常
に
選
手
に
声
を
掛
け
、
時
に
は
げ
き
を
飛

部
室
中
に
響
く
「
パ
ン
ッ
パ
ン
ッ
」
と
乾
い
た
音
。
筋

骨
隆
々
な
大
学
生
の
パ
ン
チ
を
ミ
ッ
ト
で
受
け
て
い
る
の

は
、
京

き
ょ
う

田で
ん

薩さ
つ

夫お

さ
ん
。
現
在
87
歳
に
な
る
現
役
の
ボ
ク
シ

ン
グ
監
督
で
す
。

鹿
児
島
県
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
の
顧
問
を
務
め
、
60
年
以

上
県
内
の
ボ
ク
シ
ン
グ
振
興
に
携
わ
り
、
多
く
の
選
手
を

育
て
て
き
ま
し
た
。
第
一
工
業
大
学
で
電
子
工
学
の
助
教

授
と
し
て
教
壇
に
立
っ
て
い
た
京
田
さ
ん
。
73
歳
で
退
官

し
た
後
も
ボ
ク
シ
ン
グ
の
指
導
を
す
る
た
め
毎
週
１
回
、

鹿
児
島
市
か
ら
車
で
大
学
に
通
い
ま
す
。
そ
ん
な
京
田
さ

ん
の
下
で
は
、
大
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の
競

技
人
口
を
増
や
し
た
い
と
熱
心
に
後
輩
を
指
導
す
る
社
会

人
選
手
や
、
５
年
後
の
鹿
児
島
国
体
を
目
標
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
励
む
小
学
生
ま
で
多
く
の
選
手
が
日
々
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。
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ば
し
な
が
ら
ボ
ク
シ
ン
グ
を
教
え
て
い
ま
す
。

教
え
子
と
共
に
切
り
拓
く“
夢
”

選
手
と
し
て
、
監
督
と
し
て
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
ボ

ク
シ
ン
グ
に
情
熱
を
注
い
で
き
た
京
田
さ
ん
。「
数
十
年

前
の
教
え
子
た
ち
が
監
督
と
な
り
、
後
進
を
指
導
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
教
え
子
が
私
の
と
こ
ろ
に
練
習
に

通
っ
て
来
ま
す
。
厳
し
さ
の
中
で
学
ぶ
師
弟
の
つ
な
が
り

は
世
代
を
越
え
て
続
く
。
人
の
つ
な
が
り
が
何
よ
り
の
宝

で
す
」
と
ボ
ク
シ
ン
グ
へ
の
思
い
を
語
り
ま
す
。

「
戦
後
復
興
の
中
、
日
本
人
が
初
め
て
ボ
ク
シ
ン
グ
の

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
と
き
、
日
本
中
が
沸
い
て

興
奮
し
た
の
を
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
夢
は
、
教
え
子
が

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
こ
と
」
と
汗
を
流
す
教
え
子

た
ち
を
見
な
が
ら
う
れ
し
そ
う
に
話
す
京
田
さ
ん
。

拳
を
交
え
心
と
技
と
体
を
磨
き
、
崇
高
な
夢
の
た
め
、

今
日
も
教
え
子
た
ち
と
共
に
リ
ン
グ
に
立
ち
ま
す
。

京
きょう

田
でん

 薩
さつ

夫
お

さん（87）
指宿市出身、第一工業大学ボクシング部監
督。鹿児島県ボクシング連盟の顧問。県
内のボクシング振興に尽力し、オリンピック
選手や日本チャンピオンを育て上げる。平
成１５年には勲五等瑞宝章を受賞。体力作
りのための吹き矢やテニスにも精力的に取
り組む。鹿児島市在住。
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は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
、
大

隅
国
建
国
の
前
後
に
は
宗
教
的
な
地
域
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
台
明
寺
域
は
当
初
は
修
験

者
た
ち
の
修
業
の
場
で
あ
る
霊
窟
と
し
て
、

台
明
寺
が
創
建
さ
れ
て
か
ら
は
鎮
護
国
家
的

な
性
格
の
寺
院
と
し
て
そ
の
役
目
は
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

今
、
台
明
寺
跡
を
見
渡
す
と
全
く
そ
の
面

影
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
十
五
世
紀
半
ば
に
は

「
４※

三
十
四
の
房
が
あ
っ
た
」
と
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
の
で
、
当
時
は
大
変
大
き
な
寺
院

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
台
明
寺
渓
谷
は
若
葉
の
鮮
や

か
な
季
節
を
迎
え
ま
す
。
当
時
の
台
明
寺
の

面
影
を
思
い
な
が
ら
の
散
策
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
文
責
＝
鈴
）

に
は
、
正

し
ょ
う

嘉か

元
（
一
二
五
七
）
年
に
台
明
寺

で
新
し
い
鐘
を
作
り
、
そ
の
鐘
の
銘
文
の
中

に
「
天て

ん

慶ぎ
ょ
う

九
年
の
頃
の
古
い
鐘
が
あ
っ
て
、

そ
の
小
さ
な
鐘
を
鋳い

改な
お

し
た
」
と
い
う
こ
と

が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
天
慶
九
年
は
九
四
六

年
な
の
で
、
こ
れ
が
真
実
で
あ
っ
た
と
す
る

と
、
十
世
紀
半
ば
に
は
台
明
寺
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
隅
国
を
鎮
護
す
る
た
め
の
道

場
と
し
て
、
台
明
寺
が
造
ら
れ
た
の
か
と
い

う
と
そ
う
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に

前
の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。
台
明
寺
跡
の
近

辺
に
行
き
ま
す
と
、
豊
富
な
湧
水
群
（
滝
も

含
む
）
と
険
し
い
断
崖
が
あ
り
、
こ
こ
に
は

多
く
の
洞
窟
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
洞
窟
の
中
の
幾
つ
か
が
、
修
験
者
た
ち
の

信
仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が

３※

霊れ
い

窟く
つ

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

三
、
聖
域
と
し
て
の
台
明
寺

で
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
こ
の
地
が
宗
教
的

な
聖
域
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
寺
院
内

に
あ
っ
た
日ひ

枝え

神
社
の
創
建
に
つ
い
て
は
、

『
神
社
明
細
書
』
の
中
で
、弘こ

う

文ぶ
ん

元
（
六
七
二
）

年
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
隅
国

の
建
国
は
和わ

銅ど
う

六
（
七
一
三
）
年
で
、
当
時

は
ま
だ
日ひ

ゅ
う
が向

国の
く
にの

一
部
で
あ
り
、
朝
廷
に
反

発
を
持
っ
た
隼
人
の
影
響
が
非
常
に
強
い
地

域
で
し
た
。
朝
廷
側
の
神
道
や
仏
教
の
考
え

方
が
早
い
段
階
か
ら
伝
え
広
ま
っ
て
き
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

一
、　

台
明
寺
の
位
置

台
明
寺
は
国
分
平
野
の
郡
田
川
を
さ
か
の

ぼ
っ
た
台
明
寺
渓
谷
一
帯
に
あ
り
ま
し
た
が
、

明
治
初
め
に

１※

廃は
い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
くに
よ
っ
て
破
壊
さ

れ
、
今
で
は
石
造
物
な
ど
の
一
部
が
残
っ
て

い
る
の
み
で
す
。

台
明
寺
の
位
置
に
つ
い
て
は
、『

２※

台
明
寺

牒ち
ょ
う』（
一
二
四
〇
）
に
「
鬼き

気き

を
禦ふ

せ

が
ん
が
為
、

国こ
く

衙が

の
丑う

し

寅と
ら

の
方ほ

う

に
お
い
て
、
鎮ち

ん

護ご

国こ
っ

家か

の

道
場
を
建
て
置
く
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

要
約
し
ま
す
と
、
大お
お

隅す
み

国の
く
にの
政
庁
の
中
心

で
あ
っ
た
国
衙
の
丑
寅
（
東
北
）
の
方
向
か

ら
災
い
が
来
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
防
ぎ
、
大
隅
国
が
繁
栄
で
き
る
よ
う
に
台

明
寺
を
建
て
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、古
代
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
「
風
水
」

に
基
づ
い
た
思
想
で
す
。

『
鹿
児
島
県
史
』
に
も
、「
平
安
時
代
に
比ひ

叡え
い

山ざ
ん

に
倣な

ら

っ
て
、
国
衙
鎮
護
の
道
場
と
し
て

創
建
さ
れ
た
の
が
台
明
寺
だ
ろ
う
」
と
い
う

こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

二
、
台
明
寺
の
創
建

台
明
寺
の
創
建
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
の

と
こ
ろ
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
古
文
書

春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
山
菜
と
い
う

と
、
ワ
ラ
ビ
・
タ
ラ
の
芽
・
タ
ケ
ノ
コ
な
ど

が
あ
り
、
山
菜
取
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
で
も
タ
ケ
ノ
コ
は
、
種
類
ご
と
に
次
々

と
芽
吹
い
て
食
卓
を
に
ぎ
わ
せ
て
く
れ
ま

す
。　今

回
は
、
鹿
児
島
で
昔
か
ら
タ
ケ
ノ
コ
の

中
で
一
番
お
い
し
い
と
い
わ
れ
、
ダ
イ
ミ
ョ

ウ
ダ
ケ
の
発
祥
の
地
と
も
い
わ
れ
る
「
台だ

い

明み
ょ
う
じ寺

」
と
、
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
ダ
ケ
で
作
ら
れ
た

笛
「
青
葉
の
笛
」
に
つ
い
て
２
回
シ
リ
ー
ズ

※１　 寺院などを壊し、僧尼や寺院が受けていた特権を廃
すること。

※２　律令制（古代）における公文書のひとつ。
※３　神仏を祭った岩屋。神仏の宿る岩穴。
※４　僧侶と弟子が修行・生活する建物。

台
明
寺
と
青
葉
の
竹
　
そ
の
❶

←

日枝神社鳥居

台明寺跡

台明寺跡

大隅国府跡
大隅国分寺跡

韓国宇豆神社

旧天降川
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第６回日本ジオパーク全国大会「霧島大会」開催　日時：10月27日（火）～ 29日（木）　場所：霧島市民会館ほか

Cable TV
体験の様子を

ケーブル

テレビで放送し
ます。

霧 島神宮近くから高千穂河原に通
じる道「霧島樹帯トンネル」は、

霧島の植生の特徴がよく分かるスポッ
トです。
樹帯トンネルに入ると、昼間でも薄
暗い森が待ち構えています。これは暖
かいところに育つ照葉樹の森で、新し

い葉が出てから古い葉を落とすために
年間を通じて葉が生い茂ります（常緑）。
しかし、トンネルを進み標高が上がる
と針葉樹が増え始め、少しずつ明るく
なります。トンネルを抜けて登山道を
登ると、やがて森林限界を迎え、火山
の山肌があらわになり、ミヤマキリシ

マが地面にはいつくばるように群生す
る世界へと景色が変化していきます。
このように、標高や環境の変化に応
じて植生が変わっていく霧島樹帯トン
ネルは、ジオと植生のつながりを感じ
られる場所。初夏のドライブにぜひい
かがでしょうか。

19  Kirishima City Public Relations, 2015.5, Japan
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●

霧島ジオパーク誕生から４年。今年は日本ジオパーク全国大会が霧島で開催されます。
ジオパークとは、大地（ジオ）と人のつながりを見つめなおす公園のことです。

このシリーズでは、そんな霧島ジオパークのいろいろな楽しみ方をご紹介します。

1235年の溶岩

1350年の溶岩

788年の溶岩

国道223号

高千穂河原
御鉢

霧島神宮

入口

高千穂峰

●

500

600

700

800

900 1,000

1km

1,500
1,574

Enjoy Geopark World!

まさに樹帯トンネル！

標高900mを超えると景色が一変！

入り口付近はウラジロガシ、スダジ
イなどの照葉樹が道路を覆い隠すよ
うに生い茂ります。

少しずつアカマツなど
の針葉樹が目立ち始め
ます。標高が上がって
気温が低くなってきた
証拠です。

５～６月にピンク色の花を一斉
に咲かせます。雲仙、九重など
の九州のほかの火山にもみられ
ます。

環境省えびの自然保
護官事務

所のアクティブレンジ
ャーとして、

日々霧島の自然パト
ロールや調

査に活躍中。

橋
はし

之
の

口
くち

愛
あい

子
こ

さん

森林限界

1,200m

900m

↑

照葉樹
（シイ、カシ類）

針葉樹
（アカマツ類）

ミヤマ
キリシマ

植生の変化を意識しながら通ってみると、発見があっておもしろいですよ。

御鉢や高千穂峰のような新しい火山
の植生の垂直分布。大浪池や六観音
御池などのやや古い火山にはまた少
し違った植生が見られますので、別
の機会に紹介します。

照葉樹の森にとっ
て初夏は落ち葉の
季節！

夕陽が当たるとピ
ンク色がさらに引
き立ちます！

植生垂直分布

参考文献：筒井ほか（2007）霧島・御鉢火山の活動史．火山, 52, 1-21.

御鉢の溶岩の上に

根を張って
いるんだね！

森林限界を超えると、
そこはミヤマキリシマの世界！

～楽しもう★ジオパーク！～●❶

霧島樹帯トンネル

霧島の植生の

特徴が分かる！

～霧島樹帯トンネ
ル～

シリーズ第１弾では、

環境省アクティブレ

ンジャーの橋之口愛

子さんの案内で、霧

島の植生のヒミツに

迫ります！

◦ 放送日時＝５月20日（水）～22
日（金）、27日（水）～29日（金）
午前３時～、９時～、正午～、
午後４時～、８時～、11時～

◦ 番組名＝南九州ケーブルテレ
ビ「情報マルシェ」

こちらの２次元バーコード
からも視聴できます

じもテレ  霧島 検索

（県道480号）

●



お
知
ら
せ

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

市
議
会
は
一
般
に
公
開
さ
れ
、

ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◦�

６
月
15
日（
月
）／
本
会
議
初
日

（
開
会
、
議
案
上
程
、
提
案
説

明
）

◦�

６
月
23
日（
火
）／
本
会
議
（
質

疑
、
議
案
処
理
、
一
般
質
問
）

◦�

６
月
24
日（
水
）～
26
日（
金
）／

本
会
議
（
一
般
質
問
）

◦�

７
月
９
日（
木
）／
本
会
議
最
終

日（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

※�

全
て
午
前
10
時
開
会
。
日
程
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

中
継
放
映
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
生
放
送
さ
れ
ま
す
。

◎�

�問
＝
議
会
事
務
局
☎（
64
）０
９

２
２

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た

市
内
で
行
わ
れ
る
健
康
生
き
が

い
づ
く
り
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
参
加
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得

し
、
６
ポ
イ
ン
ト
貯
め
て
応
募
す

る
と
、
抽
選
で
健
康
グ
ッ
ズ
が
当

た
り
ま
す
。

健
康
に
つ
い
て
考
え
、
貯
め
て

当
て
て
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

対
象
期
間
＝
５
月
１
日（
金
）～

平
成
28
年
３
月
20
日（
日
）

※�

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※�

広
報
誌
で
紹
介
す
る
対
象
事
業

に
は

を
付
け
て
い
ま
す
。

◎�

�問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

国
分
キ
ャ
ン
プ
海
水
浴
場

バ
ン
ガ
ロ
ー
・
貸
し
テ
ン
ト

予
約
受
付
開
始

７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。
次
の
要
領
で
期

間
中
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
⃝
�

受
付
期
間
＝
６
月
１
日（
月
）～

８
月
31
日（
月
）

⃝
�

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後

５
時

※�

６
月
は
毎
週
月
曜
が
休
園
日
、

７
～
８
月
は
無
休
。

※�

６
月
１
日
は
現
地
で
の
み
受
け

付
け
ま
す
。
７
月
24
日（
金
）～

26
日（
日
）は
都
合
に
よ
り
予
約

が
で
き
ま
せ
ん
。

◎�

�問・�申
＝
国
分
キ
ャ
ン
プ
海
水

浴
場
管
理
事
務
所
☎（
45
）１
５

５
０

農
作
業
事
故
が
多
発

安
全
確
認
に
努
め
ま
し
ょ
う

農
作
業
の
繁
忙
期
を
迎
え
、
農

作
業
中
の
事
故
が
毎
年
多
発
し
て

い
ま
す
。

次
の
点
に
注
意
し
、
農
作
業
事

故
の
未
然
防
止
と
安
全
対
策
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

◦�

農
業
機
械
や
作
業
場
所
は
、
事

前
の
点
検
・
整
備
を
徹
底
す
る
。

◦�

農
業
機
械
の
点
検
・
整
備
の
際

は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
。

◦�

出
掛
け
る
際
は
、
家
族
な
ど
に

一
声
掛
け
、
携
帯
電
話
を
持
っ

て
い
る
方
は
持
っ
て
出
る
。

◎�

�問
＝
農
政
畜
産
課
☎（
64
）０
８

８
２

住
宅
地
の
定
期
的
な

管
理
の
お
願
い

隣
地
の
雑
草
が
生
い
茂
っ
て

困
っ
て
い
る
と
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
雑
草
を
定
期
的
に

せ
ん
定
、
除
草
を
し
な
い
と
、
蚊

や
ム
カ
デ
、
ヘ
ビ
な
ど
の
生
息
場

所
と
な
る
恐
れ
や
、
火
災
に
つ
な

が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
地
の
土
地
所
有
者
は
定
期

的
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

�問
＝
環
境
衛
生
課
☎（
64
）０
９

５
０
、
隼
人
市
民
福
祉
課
、
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

契
約
な
ど
で
困
っ
た
と
き
は

す
ぐ
に
相
談
を

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業

者
に
対
す
る
消
費
者
か
ら
の
苦
情

や
相
談
、
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
お

手
伝
い
す
る
相
談
窓
口
で
す
。
平

成
26
年
度
は
約
８
１
０
件
も
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
、
最
近
で
は
、
訪

問
販
売
に
よ
る
高
額
な
契
約
に
関

す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

勧
誘
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
契
約
し

な
い
で
、
家
族
や
周
囲
の
人
に
必

要
な
契
約
な
の
か
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
訪
問
販
売
の
場
合
、
期
日
内

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

場　　所 日　　　　程　　
牧園保健センター 6/2（火）・3（水）・8（月）・9 日（火）

福山活性化センター 6/10（水）・11（木）
横川保健センター 6/30（火）、7/1（水）

溝辺保健福祉センター 7/7（火）～ 9（木）
霧島保健福祉センター 7/21（火）～ 23（木）

すこやか保健センター
8/28（金）・31（月）、9/1（火）、10/2（金）・ 5（月） ・ 6（火）
11/9（月）・10（火）、12/ ７（月）～ 11（金）

国分保健センター
9/29（火）・30（水）、10/1（木）・13（火）・14（水）
11/11（水）～ 13（金）、12/14（月）～ 18（金）、1/12（火）
～ 15（金）

大腸がん検診の実施方法のみ、今年度から次の２点が変更になります。
① 検診の案内通知に大腸がん検診の容器を同封して送ります。
② 採便した容器は指定の胃がん検診日に回収します。
◦対象＝40歳以上（昭和51年３月31日以前に生まれた方）の霧島市民
◦料金＝大腸がん検診600円、胃がん検診1,000円、腹部超音波検診3,736円
◦受付時間＝各会場午前８時～９時

��問＝健康増進課  ☎（64）0905、すこやか保健センター  ☎（42）1178

大腸がん検診・胃がん検診・腹部超音波検診が始まります

広報きりしま  20
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で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に

よ
る
解
約
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

⃝
�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
15
分
～

午
後
４
時
30
分
（
土
日
、
祝
日

を
除
く
）

※�

事
業
者
か
ら
の
相
談
や
個
人
間

の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
は
対
象
外
。

◎�

�問
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎（
64
）

０
９
６
４　

全
国
・
九
州
大
会
に
出
場
す
る

方
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

霧
島
市
各
種
体
育（
ス
ポ
ー
ツ
）

大
会
出
場
補
助
金
の
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

⃝
�

交
付
対
象

◦�

霧
島
市
に
住
所
登
録
が
あ
る
方

（
個
人
・
団
体
）

◦�

霧
島
市
内
に
所
在
す
る
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
方
（
団
体
）

⃝
�

交
付
要
件

次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
で
、
九

州
お
よ
び
全
国
大
会
へ
の
出
場
が

決
定
し
て
い
る
こ
と
。

◦�

各
種
体
育
大
会
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た

◦�

各
種
体
育
大
会
の
県
選
抜
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
参
加
す
る

◦�

各
種
体
育
団
体
の
代
表
者
か
ら

の
推
薦
を
受
け
た

⃝
�

申
請
期
限
＝
原
則
大
会
の
前
日

ま
で

※�

団
体
は
５
人
以
上
と
し
、
５
人

未
満
の
場
合
は
、
個
人
補
助
額

に
人
数
を
乗
じ
た
額
と
し
ま
す
。

※�

す
で
に
九
州
大
会
な
ど
の
出
場

補
助
金
の
交
付
を
受
け
、
上
位

の
全
国
大
会
に
出
場
し
た
場
合

の
補
助
金
の
額
は
、
そ
の
差
額

と
し
ま
す
。

※�

少
年
団
や
学
校
の
部
活
動
は
対

象
外
。

◎�

�問・�申
＝
保
健
体
育
課
☎（
42
）

１
１
１
７

第
８
回
国
分
女
声
合
唱
団

定
期
演
奏
会

⃝
�

日
時
＝
５
月
31
日（
日
）午
後
２

時
か
ら
（
開
場
＝
午
後
１
時
30

分
）

⃝
�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

⃝
�

入
場
料
＝
一
般
５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
無
料
。

※�

チ
ケ
ッ
ト
は
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
１
階
売
店
、
き
り
し
ま

国
分
山
形
屋
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
な
ど
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
国
分
女
声
合
唱
団【
村
山
】

☎（
46
）０
４
６
９

募
　
集

霧
島
市
国
民
文
化
祭

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

秋
に
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

応
募
要
件

◦�

霧
島
市
内
に
在
住
で
、
平
成
27

年
４
月
１
日
現
在
で
満
18
歳
以

上
の
方
。

◦�

国
民
文
化
祭
や
文
化
芸
術
に
興

味
ま
た
は
関
心
の
あ
る
方

◦�

10
月
に
開
催
す
る
説
明
会
に
参

加
で
き
る
方

⃝
�

活
動
場
所
＝
市
内
の
会
場
な
ど

⃝
�

活
動
内
容
＝
会
場
設
営
・
撤
去
、

場
内
整
理
、
運
営
補
助
な
ど
。

⃝
�

活
動
条
件
＝
報
酬
や
交
通
費
の

助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝
�

申
込
方
法
＝
市
役
所
ま
た
は
霧

島
市
国
民
文
化
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
あ
る
申
込
書
を
持
参
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
６
月
26
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
文
化
振
興
課
☎（
42
）

１
１
１
９
、
℻（
42
）１
１
０
９

〒
８
９
９
－
５
１
９
２
隼
人
町

内
山
田
一
丁
目
11
－
11

第
23
回
市
民
健
康
講
座

⃝
�

日
時
＝
５
月
29
日（
金
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

⃝
�

演
題
＝
ガ
ッ
テ
ン
流
！
若
返
り

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
極
意
～
続
け
ら

れ
る
ラ
ク
ラ
ク
健
康
術
教
え
ま

す
～

⃝
�

講
師
＝
北き

た

折お
り

一は
じ
めさ

ん
（
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
た
め
し
て

ガ
ッ
テ
ン
制
作
担
当
）　

⃝
�

対
象
＝
霧
島
市
民

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
で

⃝
�

申
込
期
限
＝
５
月
22
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）

０
９
０
５

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
講
座

⃝
�

定
員
＝
各
20
人
（
霧
島
市
民
対

象
）

⃝
�

会
場
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

⃝
�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

座
番
号
、
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
。

⃝
�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）０
９
１
９
、
〒
８
９
９

－
４
３
９
４
国
分
中
央
三
丁
目

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

大会規模

補　助　額（円）
団　体 個　人

優勝
準優勝

推薦
選抜

優勝
準優勝

推薦
選抜

全国大会 45,000 25,000 10,000 6,000
九州大会

（全国大会以外の
大会を示す）

25,000 10,000 5,000 3,000

九州・全国大会が
県内開催の場合 10,000 － 3,000 －

講座
番号 講座名 日時 受講料 申込期限

（必着）

1101 仕事に役立つ
エクセル基礎講座

6/9（火）、10（水）
18：30 ～ 20：30 500円 5/26

（火）

101 パソコン基礎講座
（入門コース）

6/9（火）、10（水）
9：30 ～ 15：30 1,000円 5/26

（火）

102
パソコン基礎講座
（再チャレンジ

コース）
6/11（木）、12（金）

9：30 ～ 15：30 1,000円 5/26
（火）

301 スマホ・タブレット
活用基礎講座

6/18（木）、19（金）
9：30 ～ 15：30 1,000円 6/ 4

（木）

＝提出先
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45
－
１

サ
ン
・
あ
も
り
自
主
講
座

■
た
の
し
い
骨
盤
体
操

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
骨
盤

矯
正
を
す
る
体
操
で
す
。

⃝
�

開
講
日
＝
６
月
３
日（
水
）

⃝
�

日
時
＝
午
後
７
時
～
７
時
50
分

（
全
10
回
）

⃝
�

持
参
す
る
物
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）、
上
履
き
。

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人
（
10
人
以
上

か
ら
実
施
）

⃝
�

場
所
＝
サ
ン
・
あ
も
り

⃝
�

受
講
料
＝
４
３
２
０
円

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話

◎�

�問・�申
＝
サ
ン・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

高
齢
者
福
祉
の
向
上
に

あ
な
た
の
声
が
必
要
で
す

市
で
は
高
齢
者
保
健
、
福
祉
施

策
や
介
護
保
険
事
業
な
ど
を
進
め

る
た
め
の
高
齢
者
施
策
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
�

職
務
内
容

◦�

高
齢
者
福
祉
計
画
、
介
護
保
険

の
事
業
計
画
な
ど
の
協
議
や
検

討
。

◦�

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
運

営
に
つ
い
て
の
協
議
や
検
討
。

⃝
�

募
集
人
員
＝
２
人

⃝
�

任
期
＝
平
成
27
年
７
月
１
日
～

平
成
30
年
３
月
31
日

⃝
�

応
募
資
格
＝
霧
島
市
内
に
住
む

40
歳
以
上
の
方
で
、
高
齢
者
福

祉
に
関
心
を
持
ち
、そ
の
推
進
・

向
上
に
協
力
で
き
る
方
。

⃝
�

応
募
方
法
＝
高
齢
者
福
祉
に
関

す
る
作
文
（
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
３
枚
以
内
）
を
６
月
８

日（
月
）ま
で
に
持
参
か
郵
送
。

⃝
�

選
考
方
法
＝
書
類
選
考

※
面
接
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎�

�問・�提
＝
長
寿
・
障
害
福
祉
課

☎（
64
）０
９
９
５

全
国
戦
没
者
追
悼
式

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
さ

れ
る
遺
族
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
８
月
15
日（
土
）※
前
日

か
ら
団
体
行
動

⃝
�

場
所
＝
日
本
武
道
館
（
東
京
都

千
代
田
区
）

⃝
�

対
象
＝
戦
没
者
の
配
偶
者
お
よ

び
三
親
等
内
の
遺
族
、
一
般
戦

災
死
没
者
の
配
偶
者
お
よ
び
三

親
等
内
の
遺
族
（
過
去
に
参
列

し
て
い
な
い
方
を
優
先
）。

⃝
�

申
込
期
限
＝
5
月
29
日（
金
）

◎�

�申
＝
保
健
福
祉
政
策
課
☎（
64
）

０
９
０
４

◎�

�問
＝
県
庁
社
会
福
祉
課
☎
０
９

９（
２
８
６
）２
８
３
０

「
み
ん
な
の
じ
ん
け
ん
講
座
」

受
講
生
募
集

⃝
�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

⃝
�

時
間
＝
午
後
７
時
～
８
時
45
分

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

対
象
＝
原
則
霧
島
市
内
に
居
住

ま
た
は
勤
務
す
る
成
人

⃝
�

募
集
人
員
＝
先
着
70
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
i

n
f

o
r

m
a

t
i

o
n

回 日　時 講演テーマ 講　師（敬称略）　
1 5/29（金） 人権教育 鹿児島県人権同和教育課　指導主事　川畑真英
2 6/12（金） 障がい者の人権 岩元昭雄　岩元綾

3 6/26（金） HVI感染者の人権 NPO法人　Ｒｉｎかごしま
理事長　今村葉子

4 7/10（金） ひきこもりと不登校 NPO法人 こころのサポートアミ
理事長　心療内科医　武井美智子

5 7/24（金） 高齢者の人権 住宅型有料老人ホーム　善の心
施設長　藤崎えり子

6 8/ 7（金） 同和問題 部落解放同盟鹿児島県連合会
執行委員長　山口武文

7 8/21（金） 障がい者の人権 車いすの和　代表　植山竜三
8 9/ 4（金） 男女共同参画 オフィスピュア　多様性トレーナー　髙﨑恵

コース名 内容 日時 場所 対象定員 参加料 申込期限

English
Hour

アメリカ出身の交流員と自分に
合ったレベルで、楽しく英語で
会話しましょう。
※ 参加は1人1つのレベルに限ります。

初級：6/1（月）18：00 ～ 19：00
中級：6/1（月）19：10 ～ 20：10
上級：6/8（月）18：30 ～ 19：30

国分公民館
中研修室

霧島市民
先着各15人 無料

初級：5/28（木）
中級：5/28（木）
上級：6/ 4（木）

映画で学ぶ
アメリカ
文化教室

アメリカ出身の交流員とアメ
リカのコメディー映画「恋はデ
ジャ・ブ」を鑑賞してアメリカ文
化を学びましょう。

6/2（火）
18：00 ～ 20：15

メディア
センター
鑑賞室

高校生以上の
霧島市民
先着50人

無料 5/27（水）

英語で
ティー
タイム

アメリカ出身の交流員と英語を
話しながら、ティータイムを過
ごしませんか。
※参加は1人1回に限ります。

①6/ 3（水）14：00 ～ 15：00
②6/10（水）14：00 ～ 15：00

国分公民館
調理講義室

英語初級
レベル以上の方

先着各15人
無料 ①6/2（火）

②6/9（火）

韓国
お料理
教室

韓国出身の交流員と簡単に作れ
るキムチチャーハンを作りま
しょう。

6/ 4（木）
11：00 ～ 13：30

国分公民館
調理講義室

霧島市民
先着15人 500円 5/27（水）

中国
語教室

中国出身の新国際交流員と一緒
に日常会話を学びながら、楽し
く交流しましょう。

6/11（木）
14：00 ～ 15：00

国分公民館
小会議室

霧島市民
先着15人 無料 6/ 8（月）

韓国
語教室

家族や親戚を表す言葉を学んで、
家族を紹介してみましょう。

6/18（木）
18：30 ～ 19：30

国分公民館
中研修室

霧島市民
先着15人 無料 6/15（月）

国際交流員と交流しよう アメリカ、韓国、中国出身の国際交流員と楽しく交流しませんか。

※申し込み少数の場合は中止する場合もあります。※電話か市ホームページから申し込みください。
��問・�申＝企画政策課国際交流グループ  ☎（64）0914
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メ
ー
ル
、直
接
。（
申
込
用
紙
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

◎�
�問・�申
＝
生
涯
学
習
課
☎（
42
） 

１
１
１
８
、
℻（
43
）５
３
８
０
、

メ
ー
ルgakusyu@

city-
kirishim

a.jp

隼
人
錦
江
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
情
報

　
◎�

�問・�申
＝
隼
人
錦
江
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
☎（
55
）０
１
８
８

上
床
運
動
公
園
情
報

■
硬
式
テ
ニ
ス
講
座

⃝
�

日
時
＝
５
月
30
日
～
８
月
８
日

（
毎
週
土
曜
、
全
10
回
）
午
後

７
時
～
９
時

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人（
成
人
男
女
）

⃝
�

受
講
料
＝
３
５
０
０
円

⃝
�

受
付
＝
５
月
15
日（
金
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
溝
辺
上
床
運
動
公
園 

☎（
58
）２
４
５
１

生
涯
学
習
県
民
大
学
講
座

⃝
�

日
時
＝
６
月
13
日（
土
）午
後
１

時
30
分
～
５
時

⃝
�

定
員
＝
先
着
70
人

⃝
 

場
所
＝
隼
人
公
民
館

⃝
�

講
座
名
／
講
師
＝
地
球
の
環
境

問
題
に
関
す
る
天
文
学
／
半
田

利
弘
さ
ん
（
鹿
児
島
大
学
准
教

授
）、
霧
島
市
の
魅
力
の
再
発

見
と
そ
の
楽
し
み
方
／
東
川
隆

太
郎
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご

し
ま
探
検
の
会
代
表
理
事
）。

⃝
�

申
込
方
法
＝
生
涯
学
習
課
に
あ

る
申
込
書
を
持
参
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
郵
送
。

⃝
�

申
込
期
間
＝
５
月
12
日（
火
）～

６
月
５
日（
金
）

◎�

�問
＝
か
ご
し
ま
県
民
大
学
中
央

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
９（
２
２
１
）

６
６
０
４

◎�

�申
＝
生
涯
学
習
課
☎（
42
）１
１

１
８
、℻（
43
）５
３
８
０
、〒
８

９
９
－
５
１
９
２
隼
人
町
内

山
田
一
丁
目
11
－
11

第
30
回
全
国
公
募
南
九
州

水
墨
画
展
作
品
募
集

⃝
�

応
募
条
件
＝
墨
を
主
体
と
し
た

作
品
で
あ
る
こ
と
（
ほ
か
の
公

募
展
出
品
作
は
不
可
）

⃝
�

出
品
料
＝
１
点
目
５
０
０
０
円
、

２
点
目
２
０
０
０
円
（
１
人
２

点
ま
で
）。

⃝
�

応
募
締
切
＝
６
月
９
日（
火
）必
着

※�

応
募
書
類
の
郵
送
を
希
望
す
る

方
は
、
５
月
27
日（
水
）ま
で
に

封
筒
に
「
募
集
要
項
希
望
」
と

明
記
し
、
１
２
０
円
切
手
を
同

封
し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
松
下
美
術
館
☎（
55
）

３
３
５
０
、
〒
８
９
９-

４
５

０
１
福
山
町
福
山
７
７
１

か
ら
い
も
交
流
・
夏

香
港
、
マ
カ
オ
、
台
湾
の
大
学

で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
大
学

生
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て

受
け
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

期
間
＝
７
月
12
日（
日
）～
26
日

（
日
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
５
月
31
日（
日
）

◎�

�問・�申
＝
か
ら
い
も
交
流
霧
島

ブ
ロ
ッ
ク
【
斉
藤
】
☎
０
９
０

（
１
９
２
６
）８
３
８
０

相
　
談

霧
島
市
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

市
の
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
秘

密
厳
守
・
相
談
無
料
）

⃝
�

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時
、
１

人
当
た
り
30
分
程
度
。

⃝
�

対
象
＝
市
民（
法
人
は
対
象
外
）

⃝
�

相
談
内
容
＝
相
続
、
遺
言
、
交

通
事
故
、
そ
の
ほ
か
法
律
相
談
。

⃝
�

申
込
方
法
＝
相
談
月
の
１
日

（
土
日
、
祝
日
は
翌
日
）
か
ら

電
話
で
事
前
予
約
。（
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
先
着
６
人

※�

内
容
に
よ
っ
て
は
、
相
談
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
鹿
児
島
県
弁
護
士
会

☎
０
９
９（
２
２
６
）３
７
６
５

人
権
問
題
で
お
悩
み
の
方

ご
相
談
く
だ
さ
い

人
権
擁
護
委
員
は
人
権
相
談
を

受
け
た
り
、
人
権
の
考
え
を
広
め

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
人
権
擁

護
委
員
法
の
施
行
日
で
あ
る
６
月

１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。

■
市
の
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

◦�

国
分
＝
石
塚
義
人
、
漆

う
る
し

木き

ミ
ヱ
、

山
下
佐
和
子
、
柳
田
秀
徳
、
岩

﨑
明
、
池
田
裕
子

◦�

溝
辺
＝
剥は

ぎ

岩い
わ

裕

◦�

横
川
＝
立
山
謙
一　

◦�

牧
園
＝
古
川
正
利

◦�

霧
島
＝
中
神
実

◦�

隼
人
＝
下
玉
利
守
、
居い

細ざ
い

工く

學
、

井
上
嘉か

知ち

子こ

、
福
丸
育
美

◦�

福
山
＝
永
田
聖し

ょ
う

子こ

■ 

全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
（
秘

密
厳
守
・
相
談
無
料
）

⃝
�

開
設
日
時
＝
６
月
1
日（
月
）午

前
10
時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン
タ�

ー
、
溝
辺
総
合
支
所
、
横
川
健

康
温
泉
セ
ン
タ
ー
、
牧
園
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
霧
島
総
合
支

所
、
隼
人
庁
舎
、
福
山
公
民
館
。

◎�

�問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島

支
局
☎（
45
）０
０
６
４

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
講座名 テニス講座

（経験者）
テニス講座
（初心者）

水中トレー
ニング（前期） 弓道講座 リハビリ水中

ウオーキング講座

期　日
5/20から

（毎週水曜、
全20回）

5/22から
（毎週金曜、

全20回）

5/28から
（毎週木曜、

全10回）

5/30から
（毎週土曜、

全10回）

6/6から
（毎週土曜、

全10回）
時　間 19：00 ～ 21：00 19：00 ～ 21：00 13：00 ～ 15：00 10：00 ～ 12：00 10：30 ～ 12：30

場　所 隼人庭球場 隼人庭球場 隼人温水プール 隼人弓道場 隼人健康温水プール

定　員 先着30人
（成人男女）

先着30人
（成人男女）

先着20人
（成人男女）

先着30人
（成人男女）

先着18組
（下肢・腰などに

障害がある方）

受講料 4,000円 4,000円 2,000円 2,000円 8,000円

場　所 期日（毎週木曜）

国分公民館
３階

小会議室

※8/20（木）は
小研修室

5/21、5/28
6/18、6/25
7/16、7/23
8/20、8/27
9/17、9/24

隼人庁舎
第３会議室

5/14
6/11
7/9
8/6
9/10

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

＝提出先
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このコーナーは読者の皆さんからの声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、たくさんの声をお寄せください。

読者
の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

３
月
に
10
年
間
働
い
た
仕
事

を
辞
め
ま
し
た
。
４
月
か

ら
は
ゆ
っ
く
り
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

の
時
間
に
合
わ
せ
て
愛
犬
の
散
歩

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
か
ら
の
元
気
な
あ
い
さ
つ

や
道
端
の
花
な
ど
、
と
て
も
新
鮮

で
楽
し
い
で
す
。
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
け
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。（
ミ
ニ
ー
ち
ゃ
ん

36
歳
女
性
）

●

立
派
な
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で
す

よ
。
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
い
な

が
ら
健
康
づ
く
り
に
も
な
り
ま
す

ね
。
５
月
27
日
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
。
散
歩
が
終
わ
り
ま
し
た
ら

報
告
を
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
詳
し

く
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
男
の
赴
任
先
が
３
月
末
に

よ
う
や
く
決
ま
り
ま
し
た
。

バ
タ
バ
タ
と
荷
物
を
ま
と
め
、
鹿

児
島
港
か
ら
船
に
乗
り
社
会
人
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
コ

ン
ビ
ニ
も
Ａ
Ｔ
Ｍ
も
な
い
小
さ
な

島
で
、
20
歳
代
は
長
男
だ
け
だ
と

思
い
ま
す
。
心
配
は
尽
き
ま
せ
ん

が
、
小
学
生
の
頃
か
ら
の
夢
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
若
さ
と
元
気
だ
け
が
取
り

え
で
す
。
ど
う
か
島
の
皆
さ
ん
、

か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
次
男
の
就

職
を
心
配
す
る
母
親
50
歳
女
性
）

●

ご
就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
良
か
っ
た
で
す
ね
。
ほ
っ
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
次

は
次
男
さ
ん
で
す
ね
。
頑
張
っ
て
。

霧
島
市
に
な
っ
て
10
年
。や
っ

と
国
分
と
書
け
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
娘
が
、「“
霧
島
”
は

無
理
」
と
言
っ
て
い
た
の
が
つ
い

先
日
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。
そ
ん

な
娘
も
大
学
生
に
な
り
、
こ
の
春

旅
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
広
報
き

り
し
ま
のeditor's

で
、
以
前
何

度
か
お
世
話
に
な
っ
た
方
の
異
動

を
知
り
ま
し
た
。
娘
と
下
の
名
前

が
同
じ
、
し
か
も
名
字
も
似
て
い

る
方
で
す
。
広
報
生
活
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
春
は
別
れ
と
出
会
い

の
季
節
。
皆
さ
ん
の
新
た
な
ご
活

躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。（
日
々

感
謝
の
母
43
歳
女
性
）

●

取
材
先
で
出
会
っ
た
方
か
ら
の

お
便
り
は
私
た
ち
に
と
っ
て
何
よ

り
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
異
動
し

た
職
員
も
読
者
の
声
を
読
み
な
が

ら
涙
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
密
着
し
た
情
報
な
ど
、

分
か
り
や
す
く
記
載
さ
れ

て
い
て
、
大
変
あ
り
が
た
い
広
報

誌
だ
と
思
い
ま
す
。
絵
は
が
き
は

霧
島
市
を
故
郷
と
さ
れ
て
い
る
知

人
へ
毎
月
送
っ
て
い
ま
す
。
知
人

は
遠
方
か
ら
絵
は
が
き
で
霧
島
市

を
懐
か
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

（
ｍ
ｅ
ｌ
ｏ
ｄ
ｙ
53
歳
女
性
）

●

絵
は
が
き
を
ご
活
用
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
絵
は

が
き
は
「
13
万
人
み
ん
な
が
観
光

宣
伝
隊
」
と
し
て
平
成
25
年
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。
絵
は
が
き
の
写

真
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

山之内洋子さん（国分）

⃝  日時＝６月６日（土）午前９時から
⃝  場所＝垂水市文化会館（田神2750-1）
⃝  入場料＝小・中・高校生は無料、大人

1,000円。
＝垂水市社会教育課

☎0994（32）0224

第17回瀬戸口藤吉翁記念行進曲コンクール垂水市
⃝  日時＝６月21日（日）午前８時30分〜

午後３時
⃝  場所＝姶良市加治木福祉センター（加

治木町本町393）
＝姶良市加治木地域振興課

☎（62）2111

加治木町くも合戦姶良市

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構成され、県境  を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ることを目指します。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。
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は
秘
書
広
報
課
（
☎
64
－
０
９
５

５
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

霧
島
市
に
ふ
る
さ
と
納
税
を

し
て
広
報
き
り
し
ま
を
拝

読
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
に
は
行
っ
た

こ
と
が
な
く
地
図
を
傍
ら
に
読
み

ま
し
た
。
地
域
情
報
が
満
載
に
も

関
わ
ら
ず
、
住
ん
で
い
な
い
私
に
も

興
味
を
持
て
る
記
事
が
多
く
て
楽

し
い
で
す
。
主
人
は
「
ド
リ
ー
ム
」

が
良
か
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
記
事
が

印
象
深
か
っ
た
で
す
。
い
つ
か
本
物

を
見
に
霧
島
に
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
子
ど
も

た
ち
を
連
れ
て
行
き
た
い
の
で
、
も

う
少
し
大
き
く
な
っ
て
か
な
り
の

距
離
を
歩
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で

待
つ
こ
と
に
し
ま
す
。
霧
島
市
の

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈

り
し
ま
す
。（
マ
リ
マ
マ
33
歳
女
性
）

●

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

霧
島
へ
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
ね
。
霧
島
市
で
は
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
１
５
０
品
目
の

特
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
お
礼
の
品

と
し
て
用
意
し
て
い
ま
す
。「
広

報
き
り
し
ま
１
年
分
」
も
お
選
び

い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
共
生

協
働
推
進
課（
☎
64
－
０
９
８
８
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

風
光
明
媚
で
深し

ん

遠え
ん

な
歴
史
を

紡つ
む

ぐ
水
や
空
気
の
お
い
し

い
霧
島
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
早
や

64
年
。
広
報
き
り
し
ま
の
内
容
や

デ
ザ
イ
ン
も
年
を
重
ね
る
ご
と
に

刷
新
さ
れ
、
私
た
ち
市
民
に
欠
か

せ
な
い
情
報
誌
と
な
り
ま
し
た
。

毎
回
の
配
布
を
心
待
ち
に
し
て
い

ま
す
が
、
お
知
ら
せ
記
事
な
ど
の

文
字
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
高
齢
者
に
も
読
み
や

す
い
文
字
サ
イ
ズ
へ
変
更
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
シ
ョ
コ
タ
ン
64
歳
女
性
）

●

広
報
き
り
し
ま
の
本
文
は
新
聞

と
同
じ
文
字
サ
イ
ズ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ご
指
摘
の
と
お
り
４
月
号

で
は
お
知
ら
せ
記
事
を
中
心
に
随

所
に
文
字
の
小
さ
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
し
た
。
年
度
初
め
の
た
め
掲

載
す
る
情
報
が
多
く
、
紙
面
の
都

合
上
、
ど
う
し
て
も
文
字
が
小
さ

く
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
な
る
べ

く
文
字
を
大
き
く
で
き
る
よ
う
見

直
し
て
ま
い
り
ま
す
。
貴
重
な
ご

意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

き
ず
涙
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

と
き
、「
い
つ
も
心
に
歌
を
」
と
広

報
き
り
し
ま
２
月
号
の
表
紙
に
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
に

ど
ん
な
に
救
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
は
歌
を
心
の
中
に

響
か
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｒ
・
Ｎ
84
歳
女
性
）

●

お
便
り
を
拝
見
し
胸
が
痛
み
ま

し
た
。
広
報
誌
が
少
し
で
も
お
役

に
立
て
て
う
れ
し
い
で
す
。
霧
島

市
に
は
認
知
症
の
方
の
ご
家
族
の

た
め
に
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

48
－
７
９
７
９
）
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
電
話
を
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
き
り
し
ま
３
月
号
12
ペ
ー

ジ
の
生
活
学
校
生
募
集
の
電
話
番

号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の

通
り
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。【

誤
】☎（
45
）０
５
９
３

【
正
】☎（
45
）０
５
３
９

こ
の
ほ
か
８
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市
の
各
種
検
診
は
積
極
的
に

受
け
ま
し
ょ
う
。
長
い
間

お
付
き
合
い
を
し
て
い
た
お
友
達

の
死
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
ご
本
人

が
後
悔
さ
れ
て
い
た
の
は
、
検
診

を
受
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
し

た
。
亡
く
な
る
前
、
ご
主
人
様
と

の
誓
い
の
言
葉
に
は
「
次
に
出
会
っ

た
時
は
が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
ね
。

そ
し
て
一
緒
に
幸
せ
な
日
々
を
送

ろ
う
」
と
あ
り
ま
し
た
。
私
も
後

悔
し
な
い
よ
う
に
今
年
度
も
検
診

を
受
け
よ
う
と
あ
ら
た
め
て
思
い

ま
し
た
。（
Ｍ
・
Ｋ
68
歳
女
性
）

●

ご
友
人
の
死
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
ね
。
市
で
は
死
亡
原
因
の
第
１

位
で
あ
る
が
ん
を
早
期
に
発
見
し
、

早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
に
が

ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
20

ペ
ー
ジ
の
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

歌
が
大
好
き
な
私
。
で
も
夫

が
認
知
症
に
な
り
、
だ
ん

だ
ん
重
く
な
っ
て
暴
言
や
暴
力
を

振
る
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
外

出
や
歌
う
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
、

私
の
心
は
ど
ん
ど
ん
沈
ん
で
い
き

ま
し
た
。
一
緒
に
過
ご
し
た
楽
し

か
っ
た
日
々
を
忘
れ
る
こ
と
が
で

⃝  日時＝５月16 日（土）午前10 時〜正午
⃝  場所＝挟野神社（蒲牟田117）

＝高原町まちづくり推進課
☎ 0984（42）2111

狭
さ

野
の

神社御田植祭高原町

環霧島・錦江湾奥イベント情報

⃝  期間＝５月23日（土）〜６月７日（日）
⃝  時間＝午後７時〜９時
⃝  場所＝出の山公園内（南西方内）
⃝  駐車場＝平日は無料、土日は有料（一

部無料）。
＝小林市観光協会　☎0984（22）8684

出
いで

の山ホタル恋まつり小林市

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構成され、県境  を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ることを目指します。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。
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5PRESENTS

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

創業明治17年、薩摩菓子処とらやの新店舗「霧や櫻や」が４月10日、ホテル京セラ近く
の天降川沿いにオープン。
１階は和菓子・洋菓子の販売で、お菓子作りの様子をガラス越しに見ることができます。
２階のカフェではコーヒーや霧島の水を無料でお楽しみいただけます。霧島市の観光や
伝統工芸品も販売しています。コンセプトは「霧島」。ぜひ一度お立ち寄りくださいませ。

霧や櫻やの「新商品詰合せ（3,000円相当）」をプレゼント

衝
撃
の
赤
い
花

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

霧
島
を
原
産
と
し
、
真
っ
赤

な
花
を
咲
か
せ
る
キ
リ
シ
マ
ツ

ツ
ジ
は
、
庭
木
と
し
て
珍
重
さ

れ
、
江
戸
時
代
に
藩
邸
な
ど
を

通
じ
全
国
に
広
ま
り
ま
し
た
。

中
で
も
石
川
県
能の

登と

地
方
で

は
大
切
に
受
け
継
が
れ
、
花
を

生
か
し
た
地
域
づ
く
り
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
活
動

に
感
銘
を
受
け
た
元
霧
島
市
議

会
議
員
の
池
田
靖
さ
ん
は
、
衝

撃
の
赤
い
花
に
魅
せ
ら
れ
、
仲

間
と
霧
島
連
山
稀
少
植
物
保
全

調
査
会
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
私

も
一
緒
に
全
国
の
保
存
地
域
の

方
々
と
連
携
を
深
め
、
４
月
に

「
第
２
回
全
国
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ

ジ
サ
ミ
ッ
ト
」
を
本
市
で
開
催

し
、
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
に
な
っ
て
市
内

で
樹
齢
約
２
０
０
年
の
古
木
が

発
見
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
の
関

心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
内
の
協
賛
企
業

の
ご
協
力
に
よ
り
能
登
地
方
で

育
っ
た
古
木
が
里
帰
り
し
、
市

役
所
前
と
国
分
中
央
高
校
に
植

栽
さ
れ
ま
し
た
。
同
高
の
園
芸

工
学
科
で
は
挿
し
木
に
よ
る
増

殖
の
研
究
も
始
ま
り
ま
し
た
。

キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
が
取
り
持
つ

縁
で
友
好
の
絆
が
深
ま
り
、
花

に
魅
せ
ら
れ
た
人
々
の
心
に
情

熱
の
花
が
咲
き
始
め
ま
し
た
。

◎人口／126,842人（－737）
男性／ 60,846人（－449）
女性／ 65,996人（－288）
出生 101人／死亡 129人
転入1,060人／転出1,767人
◎世帯数／59,286世帯（－131）

（平成27年４月１日現在）

E
D

IT
O

R
'S

よこの席にきた新人の愛読書は「ピケティ」。左前の新人は「ONE 
PIECE」。目の前の自称「チーフ」は「ラーメン本」。広報は広く情報

を集めることが大切。経済、漫画、そして食･･･広報にどう生きるか分か
りませんが、こんな個性豊かなメンバーで今年度も頑張ります（美坂）

ろうそく、皆さん持ってますか。災害の取材で気付きましたが、LED
ライトの登場で家庭での存在感が薄まりつつあります。出番と

いえば誕生日と花火と墓参りくらい。実は引き戸に塗ると良く滑る効果
も。家庭で存在感が薄い上に、たまの出番で良く「すべる」。むむ…（川床）

しゅうせいされながら書き上げた原稿。緊張の取材。先輩方に教
わりながらの広報誌作り。広報誌が出来上がるまでの大変さを知

りました。そして一眼レフカメラに初めて触った私。「絞り」とは何ぞやと 
頭はパンク寸前、腕は筋肉痛に。まずは知識と体力をつけねば…（土井）

くるくると洗濯機の中で回っているのは録音機。４月から広報担当 
になり、デビュー戦となるボクシング取材の前日に小遣いで購入。

データは無事だったが、録音機は購入から一週間でノックアウト。メモ
は大切。広報担当としての“基本”を痛感させられた初戦でした（古市）

霧島市ホームページ

◎ 「広報きりしま」にお便りをくださった方の中から「霧や櫻や」様より「３,000円相当の新
商品詰合せ」を５人の方にプレゼント。応募締め切りは５月22日（金）当日消印有効です。
※当選の発表は、賞品の発送を持ってかえさせていただきます。

５月は新茶の季節。一面に広がる
お茶畑を撮りたくて牧園町三体堂へ
車を走らせました。そこには霧島の
大自然に育まれ、鮮やかに色づいた
茶畑が。初夏の陽気も相まって爽や
かな光景が広がっていました。「霧島
茶」は産地賞４回、農林水産大臣賞
３回を獲得するなど、まさに日本一の
お茶。身近にそんなお茶があるなんて
ぜいたくですよね。皆さんもぜひ、日
本一のお茶をご賞味ください（美坂）

新茶の季節（牧園町三体堂）
４月23日  午前８時５分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ17 ～ 55㎜
F2.8　1/200s　 F11　 ISO200

今月の表紙

➡市ホームページからもプ
レゼントの申し込みができ
ます。

霧島市国分野口456-1（ホテル京セラ近く） ☎（46）1117
営業時間／午前８時～午後８時　年中無休霧や櫻や

F Ｍきりしまでは、子育てに関する情報や簡単に調理
できるクッキング情報、ゲストトークなど、子育て

情報満載の「堀ちゃんのママ友カフェ」を放送しています。
第２・４火曜日のゲストトークでは、みやかわ小児矯

正歯科の先生やスタッフの皆さんが出演し、幼児期から
の歯に関する悩み相談など、あらゆる情報を分かりやす
く楽しく話します。

ＦＭきりしまは、ラジオだけでなく、スマートフォン
やパソコンでも聴くことができますので、子育て中の皆
さん、ぜひお聴きください。

�問＝ＦＭきりしま  ☎（73）7070

「堀ちゃんのママ友カフェ」放送中

ＦＭきりしま 検索

パーソナリティー 堀
ほり

之
の

内
うち

有
ゆ

里
り

さん

【放送日時】
生放送／毎週火曜 正午～午後２時　再放送／毎週土曜 正午～午後２時

中綴じのクーポンも
ご利用ください。

創作和菓子とカフェ

Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま

市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。

広報きりしま  26



〈随ずいそう想〉

事
で
鹿
児
島
市
や
鹿
屋
市
、
志
布

志
市
に
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
ひ
と

月
に
２
、
３
回
の
ペ
ー
ス
で
東
京

か
ら
通
っ
て
い
た
こ
と
も
偶
然
で

は
な
か
っ
た
の
だ
と
深
く
感
じ
て

い
ま
す
。

鹿
児
島
空
港
へ
の
着
陸
前
、
そ

し
て
離
陸
直
後
、
空
か
ら
見
え
る

霧
島
山
や
桜
島
の
姿
に
ど
れ
ほ
ど

励
ま
さ
れ
、
癒
や
さ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
た
び
に
「
た
だ
い

ま
」「
行
っ
て
き
ま
す
」
と
、
心

の
中
で
何
度
つ
ぶ
や
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
で
も
、
朝
陽
や
夕
陽

に
紅
薫
る
海
や
山
々
は
記
憶
の
深

い
所
に
焼
き
つ
き
、
魂
を
鼓
舞
し

て
く
れ
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
か
つ
て
両
親
が

乳
飲
み
子
の
僕
を
連
れ
て
、
人
生

初
め
て
の
家
族
旅
行
で
訪
れ
た
場

所
が
霧
島
市
の
牧
園
だ
と
、
後
に

聞
か
さ
れ
た
と
き
も
驚
き
で
し
た
。

こ
れ
も
不
思
議
な
巡
り
合
わ
せ
だ

と
、
見
え
ざ
る
力
に
頭こ

う
べ�を

垂
れ
る

ば
か
り
で
す
。

長
年
の
東
京
で
の
生
活
は
慌
た

だ
し
い
日
々
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

毎
日
一
生
懸
命
過
ご
し
て
い
た
こ

と
は
自
負
し
て
い
ま
し
た
が
、
大

切
な
何
か
を
削
ぎ
落
と
し
て
い
た

感
覚
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
ぼ
し
な

が
ら
、
忘
れ
か
け
て
い
た
も
の
。

日
本
の
原
風
景
や
、
素
朴
で
美
し

い
人
々
と
の
触
れ
合
い
を
、
こ
の

霧
島
は
再
び
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

僕
は
中
国
の
伝
統
医
学
で
あ
る

「
１※

中ち
ゅ
う

医い

学が
く

」
を
施
す
国
際
中
医
師

で
す
。
職
業
柄
、
日
々
、
自
然
の

恩
恵
に
感
謝
の
念
が
増
す
ば
か
り

で
す
が
、
食
育
や
食
養
生
を
中
心

に
考
え
な
く
と
も
、
こ
の
霧
島
は

特
別
な
土
地
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

豊
富
な
降
雨
、
幻
想
的
な
霧
や
火

山
活
動
で
得
ら
れ
る
温
泉
。
広
大

な
シ
ラ
ス
台
地
に
ろ
過
さ
れ
た
清

ら
か
な
水
源
。
そ
し
て
海
、風
、土
、

生
態
系
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
大
自

然
が
織
り
成
す
奇
跡
の
宝
庫
。
ま

さ
に
日
本
の
宝
で
す
。

特
に
、
暖
か
く
も
厳
し
い
環
境

を
礎
に
し
な
が
ら
、「
地
産
地
消
」

「
２※

身し
ん

土ど

不ふ

二じ

」
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
第
一
次
産
業
の
方
々

に
は
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

た
く
ま
し
く
優
し
い
人
々
。「
お

も
て
な
し
の
心
」
を
大
切
に
さ
れ

る
皆
さ
ま
。
単
に
観
光
地
と
呼
ぶ

に
は
、
は
ば
か
り
の
あ
る
、
あ
ま

り
に
尊
い
歴
史
的
天
孫
降
臨
の
地
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
土
地
が
我
々

「
ひ
と
」
を
、
そ
し
て
僕
自
身
を

受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
先
人
た
ち

が
愛
し
た
霧
島
を
、
次
世
代
に
ど

Profile

奇跡の宝庫、霧島
◎木津  龍馬

18
歳
で
故
郷
の
宮
崎
を
離
れ
関

東
へ
。
そ
し
て
平
成
23
年
３
月
11

日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
、
30
年
間
住
み
慣
れ

た
東
京
を
後
に
霧
島
へ
参
り
ま
し

た
。
思
え
ば
、
平
成
20
年
か
ら
仕

う
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
、

日
々
、
考
え
行
動
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て

る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど

う
ぞ
何
な
り
と
お
申
し
付
け
く
だ

さ
い
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

全
身
全
霊
で
お
手
伝
い
い
た
し
ま

す
。感

謝
を
込
め
て
。

天
空
に
そ
び
え
立
つ
山（
平
成
23
年
春
、

東
京
か
ら
鹿
児
島
へ
の
機
上
に
て
撮
影
）

きづ  りょうま（50）

宮崎県生まれ。平成５年から、独自の方法で心
と体の健康をつくる活動を行う。フィジカル
メンタルトレーナーとしてアスリートの体づ
くりをはじめ、路上生活者や非行少年など社
会的弱者の更正、食育指導、カウンセリング
にも力を注ぐ。国際中医師、ＦＭきりしまパー
ソナリティー、牧園町高千穂在住。
http://m-r-archive.jp/

※
1  

中
国
や
台
湾
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
お

け
る
国
家
資
格
。

※
2  

人
間
の
体
と
土
地
は
切
り
離
せ
な
い

関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。
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